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1罷 事業

博物館での展示は、常設混と企画展からなる。

常設震は、徳島の自然、歴史、文化、自然のしくみ

等が概観でき、また、全国的＠世界的なかかわりにつ

いても理解できるよう、いろいろなテー？を定めて展

示している。部分的なき霊示替えや資料む入れ替えは！諮

待行うが、基本的な展示の構成は当分の間変わらない。

f企画展i土、専用の企画展示室を使って年 3回程度行

うことにしている。各分野。分類群の舘蔵コレクショ

ンの紹介、学芸員の研究成果に基づく地域自然誌や文

化の紹介、全国的あるいは世界的な誌がりの資料の展

示など様ざまなテーマをおりまぜ＼数年先までのスケ

ジュールをたてて計画的に取り絡んでいる。

その他、吉宮外の展示ζして、平成5年度には「文化の森

紹介展」を文化の森の他の4舘と共同で相生町で行った。

仁嘗言受襲

(1）常設農の矯成

十専物舘の常設展示i立、総合展示、部門展示およびラ

ブラタ記念ホールの展示の 3っから構成されている。

総合展示ご「徳島の自然と歴史」を総合テーマとし、

徳島の歴史と文化、現在の自然の姿が概観できるよ

う、次の 7つの大テーマにそって展示が展開されてい

る。

1 日本列島と西国のおいたち

；狩人たちの足跡

3 ムラからクニへ

4. 古代，中世の阿波

5 蕃政のもとで

6. 近代の徳島

7. 徳島の自然とくらし

部門展示：総会選示とはちがった角度から、分野ごと

の個別的・分類的な展示を行っている。

（人文〉焼物のうつりかわり／阿波の美術工芸／穣

島の歴史 e 民俗資料など

（自然）いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／

生物の生活と自然のしくみ など

ラブラタ記念;f;,-Ji,の展示；アルゼンチン共和国のラ

ブラタ大学から寄贈された南アメリカ特有の

物化石を展示している。

(2）ラブラタ記念ホーJI,,の聾示替え

" J 

これまで、ラプラタ記念、ホールでは、「徳島県とア

ルゼンチン共和屋ラプラタ文学との摂互贈与」によっ

て寄贈された第 1［，言及び第 2回贈与資料の中から、メ

ガテリウム全身骨格、パノタアス全身骨格及び甲羅な

どの資料を逗示していたが、王手足立 5年3月iこ到着ーした

トクゾドン全身骨格をはじめとする S点の第 3田橋与

ため、大幅江展示替えを行った。

展示替えの作業は12月20～22日に行った。この，寝示

替えによって、全身脅格がず、らりと並んだ壮観な展示

に生まれ変わった。南アメリカのH菌乳動物化五がこれ

だけまとまって見られるのはわが国では池lこなく、当

館の誇りうるコレクションとして各方面から注目され

るものと豆、われる。

なお、震示替えにともなって、メガテリウム腰骨、

チタノサウルス大腿骨および椎骨、エクサエロトドン

頭骨はスペースの関係で撤双した。ラプラタ記念ホー

ルの新しい展示資料は次のとおり。

①メガテリウム全身骨務〈レプ l）カ）

②パ／クツス全身骨務〈レプ 1）カ〉

③ か 甲羅

⑧ II f京寸大復元模型

⑤スタレロカリプツス頭骨、甲羅、尾雪

⑤トクソドン全身骨格〈レプ l）カ〉

⑦マタラウケニア全身骨格（レプリカ）

⑧ グ 縮小復元模型

時乳類〈萱歯目）

II ( II ) 

江南乳類（貧歯呂）

!I （南締呂）

Ci号fil§.呂）

⑨スミロドン全身骨格（レプザカ） 鴇乳類（食肉呂〉

⑬ヒッピデイオン全身骨格（レプ 1）カ〉 II （奇締邑〉

⑬ステゴ、マストドン全身脅格〈レプリカ） グ （長鼻ヨ〉

⑫グ

（⑧～⑫が展示替えで新しく追加された資料）

新しいラブラタ記念ホーJしめ渓示



金富農

平成 5年度は次の 3回の企画援を行った。

(1）第？自企画麗「守:ffIJ .のろい＠はらい」

古代以来、区本人の生活に根ざした信仰は、仏教（特

に密教）や陰陽道、神祇信仰、自然崇拝などの要素が

入り混じった呪術的なものであった。そして、今もな

お、習俗のなかに生き続けている例が多い。近年の考

古学や2歴史学、民俗学は、そうした呪術信仰のありさ

まを多面的iこ明らかにしている。ことに中世について

の成果の蓄積はめざましいものである。

穂島県内でも、徳島市庄遺跡・中島田遺跡などの古

代 a 中世の遺跡から呪具が出土しているほか、中世以

来の滋き物（犬神）信仰の存在が知られている。また、

徳島県lこ隣接している高知県物部村；こは、 qi世以来の

系議を引くとみられる独特の信仰「いざなぎi流］が伝

承されている。

以上のことを踏まえ、この企Irlli展では、呪術の道具

類や呪術者。霊のイメージに関する徳島県内外の考

古＠歴史・民俗資料をもとに、呪術信｛号1の歴史を紹介

した。あわせて記念講演会を開催した。

場諮問平成 5年 4月20日（火〉～ 5月23El （日）

毒事会場 博物舘企図展示室

曜善悪示内容

2. 

展覧事業

(3）常設展の手直し

傘検地核の獲示替え

「；審のしくみ」のコーナーで、これまで展示して

いた徳島県立文書館所蔵の那賀郡西納村街検地帳iこ

かえて、板東郡徳命村御検地御帳之写〈元和 4年）

を展示した。この資料l正当短で新たに購入したもの

で、江戸時代初期（17世紀）における吉野川北岸下

流域の回畠の様子がうかがえる。

費量人形浄瑠璃衣裳の農示替え

人形浄理璃のコーナーで、従来展示していた花魁

衣裳を八重垣姫衣裳に展示替えした。これは淡路の

中野篤一郎座で使用されていたものである。関舘準

備期間中iこ議入したものであるが、常設震では初め

て展示されたもので忘る。

ヰ

トー 祈額とはらいi-2 

「この世」と「あの世Jのメッセンシ

仁ご

幽霊と鍔霊のこころ

2-4 

同
一
一
」

1
7

仁コ

2 

呪織のマニュアル 呪街者のすがた

「一「i 「一下「
一一D

鬼神のかたち2-3 

2-2 



「祈り・のろい・はらい」展会場

①信仰の世界の旅

「のろい」、「祈願とはらい」、「四国山脈に生きる

祈祷 いざなぎ流入「呪術のマニュアル」の 4

テーマから構成。

主に「祈り・のろい・はらい」の道具をもとに、

古代・中世の呪術信仰の実態、その系譜を引く可能

性の高い信仰が習俗の中に見られるということを提

示した。

②「この世」と「あの世」のメッセンジャー

「呪術者のすがた」、「幽霊と怨霊のこころ」、「鬼

展覧事業 5 

「祈り・のろい・はらい」展記念講演会

神のかたち」、「動物霊のちから」、「霊の世界の広が

り」の 5テーマから構成。

信仰とは、人間を超越した力を持つ神や仏などに

すがることである。人聞が生活し、その理解可能な

世界を「この世」とすれば、神仏などの世界は人知

を越えた「あの世Jといえる。したがって、信仰と

は、「この世」と「あの世」の対話なのである。

このような考えに基づき、古代・中世からの系譜

を重視しつつ、「この世Jと「あの世」を取り結ぶ

呪術者やさまざまな霊についてのイメージを紹介し

た。

・主な農示資料

平城宮跡出土のろいの人形（複製）

奈良国立文化財研究所蔵

わら人形 祖谷平家村民俗資料館蔵

夫妻和合・離婚祭文 元興寺蔵

徳島市庄遺跡出土呪具 徳島県教育委員会蔵

草戸千軒町遺跡出土呪具広島県立歴史博物館・広

島県草戸千軒町遺跡調査研究所蔵

「阿州足利家」銘呪符 個人蔵

具注暦 称名寺蔵

まじなひ秘伝

邪凶呪禁法則

いざなぎ流祈祷棚・御幣

眠龍筆幽女図

実盛様

人形富作酒呑童子

犬神信仰資料

化物絵巻

化物草紙

国立国会図書館蔵

西尾市立図書館蔵

当館蔵

奈良県立美術館蔵

国立民族学博物館蔵

祖谷宝物館蔵

個人蔵

佐川町立図書館蔵

大阪市立美術館蔵

．観覧料一般400円／高校・大学生200円／小・中学

生100円

．観覧者数 3,361人



6 展覧事業

．記念講演会 4月25日（日）

講師：小松和彦氏（大阪大学文学部助教授）

演題：「：魔よけ」をめぐるフォークロア

内容①高知県物部村における「いざなぎ流」との出

会いから「のろい」への関心を深めていった

講師自身の研究経歴

②民俗例の紹介による魔と魔よけの観念と方法

についての概説

③現代社会と「のろい」の関係、日本人の心性

が生み出してきた閣の世界の見直しの必要性

（「博物館ニュース」，No.11に講演要旨を掲載）

会場： 21世紀館イベントホール

入場者： 205人

(2）第2自企画展「南アメリカの自然」

南アメリカ大陵には、その独特な大陸の生いたちか

ら、他の大陸には見られない、生物進化上興味ある独

特の生物がすんでいた。本企画展では、徳島県とラプ

ラタ大学との第 3回相互贈与で寄贈された南アメリカ

特有の晴乳動物化石の紹介を兼ねるとともに、他の南

アメリカ産化石・現生動植物・南アメリカ起源の食用

作物などをまじえて、南アメリカ大陸のおいたちと生

物相の形成、南アメリカの自然と動植物、南アメリカ

「南アメリカの自然」展会場人口付近

大陸が人類に与えた恩恵などについて紹介することと

しfこ。

あわせて、記念講演会を開催した。

・期間平成 5年7月24日（土）～ 9月5日（日）

．会場博物館企画展示室

．主な展示内容

①南アメリカ大陸のおいたち

・ゴンドワナ大陸の時代一一ゴンドワナ大陸の化

石、日本の中のゴンドワナ

－島大陸の時代 南アメリカ特有の捕手L動物

・パナマ陸橋の誕生と生物群の大移動一一一北アメリ

カから侵入した晴乳動物、人類の移住

②南アメリカの自然

・アマゾニアの自然 晴乳類、鳥類、艇虫類、魚

類、見虫、アマゾンの森林破壊

・アンデス山脈の自然一一一景観、動植物

・パンパ・パタゴニアの自然 景観、晴乳類、鳥

類、植物

③南アメリカ大陸の恵み

・南アメリカ起源の食用作物 トウモロコシ、サ

ツマイモ、ジャガイモ、マニオクなど

アマゾンにすむ鳥類の展示



＠南アメリカ

場南アメリカの鉱物資源 宝石とその原石

参主な資料措用先

国立民族学博物館．南アメリカの会尽作物、農耕＠

狩猟用具

アマゾン資料舘：アマゾンの動物剥製

大板市立自然史博物館．アンデスのクッションプラ

ント

京都大学霊長類研究所：コロンビアの中新世ヨザル

化石

臼本モンキーセンター：ヨザル剥製

農水省農業研究センター：サツマイモ（南米の栽塘

品種）

北海道農業試験場 ジャガイモ（南米の栽培品種〉

いろいろな色や形をしたトウモロコシの震示

重量覧事業 ？ 

容観覧料一般200丹／高校 a 大学生100円／ノ1[,＇中学

空50円

母期寵中の観覧者数 12,206人

簿記念講；糞会 8月l日（臼）

講師＠演題

①冨田幸光氏（国立科学博物館主任研究宮）

「南アメリカの晴乳動物 その進化の歴史」

「アンデスとパタコ十ニア 南アメリカの植物地理J

会場： 21佐紀館イベントホール

入場者： 96名



8 展覧事業

(3）第3回企画展（東四国国体スポーツ芸術協賛）

「徳島の生んだ先覚者一鳥居龍蔵の見たアジア」

最近、徳島の生んだ偉大な人類学者鳥居龍蔵博士の

業績がたいへん注目されている。東京大学総合研究資

料館の手によって、鳥居龍蔵の撮影したガラス乾板が

整理し直されたことが、この大きなきっかけとなった。

また、 1993（平成 5）年が博士の没後40年であり、こ

れを記念して博士の調査の中心であった東アジアにス

ポットを当てて展示を行った。

鳥居龍蔵の生いたちを概観し、長野・沖縄など国内

の調査から導入した。展示の中心となる東アジアは、

東京大学総合研究資料館所蔵の考古資料と国立民族学

博物館所蔵の民族資料をお借りして、台湾、南西中国、

千島列島、サハリン・アムール地方、中国東北部・モ

ンゴル、朝鮮半島と地域ごとに鳥居龍蔵の調査の跡を

追いかけた。ガラス乾板から再生した写真資料もふん

だんに取り入れて展示を行った。これらの中には韓国

国立中央博物館所蔵の写真資料も含まれている。

企画展に合わせて、記念講演会と企画展解説を行った0

・期間平成5年10月12日じ火）～11月21日（臼）

．会場博物館企画展示室および21世紀館多目的活動

室

・主な展示資料

国内の調査

『先史及び原史時代の上伊那』原稿

島田者を結う埴輪

城山貝塚出土品

アジアの調査

く台湾〉

ヤミ族の民族資料Cタタラ、鎧、蓑、臼、首飾り）

く西南中国〉

苗族、イ族の民族資料（笠、帽子、草軽）

く千島列島〉

千島アイヌの民族資料（カンジキ、帯、発火具）

ヤミ族の舟タタラの展示

千島列島の発掘品（内耳土器、石斧、骨角器）

〈サハリン・アムール地方〉

サハリンアイヌ、ニブヒ族、オロッコ族などの民

族資料（ゆりかご、白樺製容器、木鉢、鮭皮製

の袋）

サハリンの考古資料（骨角器、石斧、土器片）

ヤンコフスキー貝塚の土器、石斧、員類

く中国東北部・モンゴル〉

モンゴル族の民族資料（靴、煙草入れ、水入れ、

ラッパ〕

細石刃・細石刃核、石鎌、磨製石剣、博山鋸、漢

代専室墓の副葬品（内行花文鏡、四葉金具、貨泉、

耳付き皿、魚を入れたる盆）、遼代の緑粕瓦

く朝鮮半島〉

藁人形

櫛目文土器、磨製石斧、石包丁

．観覧料一般400円／高校・大学生200円／小・中学

生100円

・期間中の観覧者数 3,608人

・企画展解説 10月17日（日）

講師：天羽利夫（当館副館長）

演題：鳥居龍蔵の足跡

会場：講座室



参加者： 38人

．記念講演会 11月3日（臼）

講師：宋文薫氏（国立台湾大学文学院教授）

演題：鳥居龍蔵と台湾

会場： 21世紀館イベントホール

参加者： 149人

3. その他の展示会

(1）文化の森紹介展

この紹介展は、文化の森から離れた地域の人に、文

化の森の機能や姿について理解と関心を深めていただ

くことを目的としている。一昨年の池田町、昨年の日

和佐町に続いて、紹介展は 3年計画での開催である。

平成5年度は、文化の森の 5館と相生町および同町教

育委員会の主催で、相生町で開催した。

博物館では、展示・調査研究・収集保存・教育普及

にわけ、博物館の活動を紹介した。

この紹介展の準備のため、各館と文化の森室の担当

者による紹介展担当者会議（博物館担当者：小川・大

橋）を設け、開催地の検討、展示内容や行事の調整を

行った。

．期間平成 6年3月11日（金）～13日（日）

・会場相生森林美術館

．観覧料無料

．博物館のコーナーの主な内容

①展示

常設展のようすを写真パネルで紹介した。また、

5年度開催の企画展のうち次の 2つを選び、展示資

料や写真ノfネルを用いてその内容を紹介した。

・「南アメリカの自然Jでは南アメリカの鉱物や昆

虫、トウモロコシ、ピラルクの剥製を展示した0

・「祈り・のろい・はらい」では、いざなぎ流とい

う民俗宗教の写真、呪術書、鬼神面を展示した。

「文化の森紹介展」会場

5中国北東部・モンゴル

ヤンコフスキー貝線出土品

田 2
製

容
器

展覧事業 9 

6朝鮮半島

第2会場

3千島列島

4サハリ －アムール地方

巴Ill

ア
ユ／

ア
の
調

査

皇 1金量一

Z南西中国

1台湾

I I I I I 
I I I I I 

I タタラ ｜ 
出入口

H圏内の調査
l鳥居龍蔵の生涯

②収集保存

博物館の収蔵資料のうち、徳島藩大森・羽田出陣

絵巻、阿波刻みたばこ版木、タカラガイなどの員の

標本を展示した。

③調査研究

博物館の調査研究活動について次の 3テーマで紹

出入口

博物館の概要 、させ
常設展

企画展
南アメリカ
の自然

展示

調査研究
那賀川流域の

縄文遺跡

仁コ
文化財 桑野川の

の詞：査 員化石

収集保存

普及教育

阿波きlざみ

徳島藩大森・
羽田出陣絵巻
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点、：←J 、J 書 － u

・「那賀iii流域の縄文遺跡」では、平成 4・5年度

課題調査での成果をもとに、那賀川流域の縄文遺

跡の出土品を展示したc身近な地域のものであり、

講座とあわせて、来館者の興味をひいていた。ま

た、出工品についての慢報もいくつか寄せられた0

'I文化E誌の調査J では、＃、外線カメラを使って文

字が識，¥jiijできなくなった棟札の字を明繁にみせる

実演を行った。

・「桑野JI；の豆イと石 lでは、桑野Iii河口の沖積書か

ら得られた貝化石を分類＠整理し記録する過程

を、実物や道呉を用いて説明した。

（主）教育普及

博物館で行；われた普及行事について、テキストや

写真パネルを還して紹介した。また、平江主 64：度開

催予定の普及行事の」覧ち展示した。

畿鶏問中の入場者数 682.人

参講座

期間中、各館が分担して 3つの講Niや展示解説を

関濯した。博物絵では；交の 2講座を行った仁

岳「ナカガワノキ：；？と日;t,；の菊J

時： 3J=l 120 （土） 13:00～14:00 

5誇§!fi：小川 議、植物担当学芸員）

参加者： 17名

⑮｜書店室川流域の縄文遺跡」

三時.3月13日（日） 13・00～14:00

講師：高島芳弘（考古担当学芸員）

参加者， 21名

ったでよ

埋蔵文化財資料展「掘ったで、よ阿波」＼：L 毎年県教

として郷土文化会館で行わ

れてきたが、 5年度笠は文化課と博物館との共催で博

物館で開催されたc

寝不は「弥生時代の徳島Jと題したテーマ展示と、

平成 5年度の文化譲の代表的な発掘資料を紹介する速

報展の 2コーナーにわけて行った。テーマ，畏示でミlまJ主

這跡、黒谷川郡頭遺跡や稲持遺跡など、徳島県の代表

的な弥生遺跡からの出土品がヨをひいた。

また、設問中の 2月19汀（土）には、資料展を記念

してシンポジウムが行われた。

審議問主成 5年 2月 1El （火）～27日（日）

著書会場 博物館企画展示室

運静観覧料 無料

錫期鯖E告の入場者数 4,090人

ヰ，農示欝議出j蕗鞠

盟企麗屡解説書

著書「祈り・ぬるい a はらい」震菌室署

1993年 4月20日発行、 B5半日、 87ページ（ 8カ

ラー国版）、 700部＋300部（友の会土塁側分）

場「南アメリカの自然」屡解説書

1993年 7月24日発行、 B5料、 iii+45ページ（22

カラーページ人 700部＋300部

争「；窓農の生んだ先覚者 鳥居龍蔵のJe.たアジアJ農

解説著書

1993年10月12日発行、 A4半lj、120ページ、 700部

ー」300部

なお、設発行分か品切れとなったため、年度末に

300部十200部（友の会分〉の増刷を行った。



議査研究は、博物館における諸活動の根底をなすも

のである。それは、質の高い調査研究iこ裏付けられて、

最新のj情報を盛り込んだ展示、質の高いコレクション、

内容豊かな普及行事が可能となるからである。

当館の調査研究事業には＼各学芸員がそれぞれの分

野や専門とするテーマに基づいてヨ常的に取り組んで＝

いる個別調査研究、特定のテーマを定めて年度単位で

集中的1こ取り組む課題諮査、翌々年以降に予定されて

いる全面褒のための資料調査などがある。現在、館長

以外には名の学芸スタップがこの業務に携わづている。

また、普及係の 2名（教員）もそれぞれの専門を生か

した研究を行っている。

1 .分野別（｛盟関〉調査萌究

大療費ニ（動物・昆虫〉

カミキワムシの調査

平成 5年度の出版にむけて、採集や過去のデータ

の集積、或虫の写実主義彰などを行なった。

②西国の主菜類の生患地および種の現状調査

昨年度；こ引き続き、沼田各県の同好会の方々の協

力を得て、四国の主菜類の現状を把握するための調査

を行った。

③ロヱド産ハナアブ科の分類学的研究

八重山の語査において、甲虫や蝶類などの収集と

司時；こハナアブ科の調査も行い、 5本来記録穏など

を~又集した。

佐藤額一（動物⑨脊椎動物）

①ニシン歪目魚慈の分岐学的 a 表形学的類縁関係およ

び進化分類

骨格系に基づき、ニシン翌日魚類52種の分妓学的

および表形学的類縁関係を推定した。さらに、これ

らの類縁関係に対しアダムス合意法を適用すること

により、進化分類を操作的に実現するための方法論

を検討した。本研究iこより理学博士（東京都立大学）

の学位を取得した。その或渠の一部は西国魚類研究

会および臼本魚類学会年会で発表した。

田辺力（動物 s 無脊椎動物）

①呉産無脊椎動物程の読査

海南町、鳴丹市にて海岸無脊栓動物持の認査を、

徳島市；こて土壌無脊椎動物の議査を行った。

②E:9冨産無脊椎動物相の謂査

香川県仁尾町‘にて海岸無脊椎動物程の弱査を、香

川県三野町iこて土壌無脊椎動物栢の調査を行った。

③日本産ヤスデ類の分類学的研究

日本産ヤマンパヤスデ属の分類学的再検討を行

？＼報告した。オごラケヤス

い、報竺企した (Ha工工lpd邑nSydn号y大学 W.Sh吉ar 

氏と共同）oβdアippon, hrix属を設立し、報告した

大学 W .Shear氏らと共同〉。

I]¥ j 11 誠（樋物）

におけるノぞソコンの利用

パソコンと市販データザよースソフトを尽いて収集

深存活動iこ有効利用する方法を日午伍に引き続き検討

し、以下のことが明らかになった。

設. i専物館資料データベースのデータを使って、

橋（ver. 4 ) J二で指定した複数、の分類群の分布図を

自動作成言ることができ、作成しすこ分布図は DXF

というグラフィッタフォーマットを経由してグラ

ブィッタソフト lこ夜り込むことができる。

b. 資料データベースを使った：標本目録作成で

は、文字だけでなく字体や分布留、日次、索引を印

部レノアウトソフト活にデータを出力することがで

き、編集作業を効率的に進めることができる。

②日i妓町の植物語査

平成 5年度阿波学会の諾査のふ環として由岐町の

植物相の詞衰を行った（木村靖夫丘、木下 覚民ら

と共同）。

言語密護人〈植物）

（工I平成 5i:j=:度河波学会の調査の一環として、由岐iETの

植物群落語査を行った（徳島大学石井d泣義氏、？忌島

累情報処理センター森本霊安滋氏、池田高校西浦宏明

氏らと共同）。

②池辺町黒沢湿j奈の維持、管震を行う上での基礎資料

収集の一環として、植物群落の分布および植物栢把

握のための調査を行った（黒沢湿原植物保護謁査研

究会、代表高知大学理学部中山三男教授らと共同〉。

どの分布構造を把握し、持続可詑な土地

利用などを考えるにあたって必要な、景観生態学的

な方法論に関する研究を行った（広島大学中越信和

氏と共同）。
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両角芳郎（ょ古学）

①上部白亜系の化石層序に認する研究

間護山地東部の和泉層群から産出するアンモナイ

ト、とくにディディモセラス類の分類学的検討を

行った。また紀伊半島の鳥屋城層の現地調査及び産

出するアンモナイトの調査を行った。

②勝浦盆地下部自主系産化石iこ関する研究

羽ノ浦層から産出するアンモナイト類の分類学的

検討を行った。

中尾賢一（地学〉

①鳴門海峡産ナウマンゾウ化石についての研究

当館所蔵のナウマンゾウ化石のうち、臼歯化石

について計測＠記載を行った（当館亀井館長と共

同）。

②徳島県の沖積層産員化石についての研究

県内の 3地点の沖積層から産出した員化石につい

て、種構成・産状 a 群集構成。群集の時間的な変化、

随伴する徴化石を調べた。 一部の資料については、

放射性炭素による年代測定を行った。

③由i波町の地質調査

平成 5年度阿波学会の調査の一環として、由岐町

の地質について調査を行った（徳島大学石田啓介氏、

鳴門第一中学校橋本寿夫氏、藍住南小学校森永 宏

氏、徳島文理大学寺戸恒夫氏と共同）。

④第二瀬戸内累層君主の－$である口之津層群から産出

する軟体動物化石について、観察⑨採集を行った。

天羽利夫（考古）

①鳥居龍蔵の台湾調査関係資料の調査

鳥居龍蔵が1896年から1900年の問、 4回にわたっ

て行った台湾の考古＠民族調査に関する文献の収集

や、円山貝塚など鳥居龍蔵の忌跡をたどる現地読奇

を行った。

②古墳時代の西国における埋葬頭位の研究

古墳時代前期の西国においては、近畿地方北枕堤

葬と異なって、東西壊葬の風習が見られる。これら

に関する近年の成果を収集調査した。

高島芳弘（考古〉

①弥生時代の農耕、狩猟＠漁労関係資料の調査

平成 6年度企画展「描かれた弥生人のくらしーの

準備のため、福岡、岡山、愛知、四国内などの関連

資料を調査した。

魚島純一（保存科学＠考古）

①出土遺物！のX線透過撮影による構造調査

県内から出土した金属製遺物を中心lこX線透過撮

影による構造認査を行い、製作技法の研究を行った。

②出土造物の蛍光X線分析による材質調査

県内から出土した金属製遺物および赤色顔料関係

遺物の蛍光X線分析による材質調査を行った。

③外部依頼による資料の調査

高知県立歴史民俗資料館、向山県古代吉備文化財

センタ一、高松市歴史資料館などの依頼を受けて、

出土文化財等のX線透過撮影による構造語査、蛍光

X線分析による材質調査などを行った。

山j11；告賓（歴史）

①日中戦争、太平洋戦争関係資料の調査

平成 7年度開催の文化の森関原 5周年記念企画展

「戦争から豊かな未来へ lの準備の一環として、関

係資料の所在調査を行うと共iこ、防衛庁戦史部、国

立国会図書詑憲政資料室、国立公文書館などで資料

内容の検討を行った。

②四冨防衛軍第 8特攻戦隊第22突撃隊墓地についての

謁査研究

太平洋戦争の末期に、阿南市橘湾の小務島に作ら

れた四国防衛箪第 6特攻戦隊第22突撃隊基地につい

て聞き取り語査や資料収集を行うと共に、成果を

「博物舘ニュース」 No.13で発表した。

③徳島県下の空襲についての議査研究

太平洋戦争期の本県の空襲について、アメ 1）カ室

の資料と徳島県側の資料を対比し、その実態につい

て調査した。

長谷川賢二（歴史）

①修験道を中心とする中世の宗教組織に関する研究

中世の熊野先達統括組織の構造と動態、在地にお

ける山伏の横断的結合の展開と意義について検討

し、山岳修験学会大会で報告した。また、長内の修

験道関係史料を調査した。

②中＠近位石造物の調査

協町教育委員会の依頼により、脇町の板碍を含む

石造物の調査を行った。また、石Ji［霊平氏から寄贈

された中i立石造物の拓本の整理に伴い、現物の所在 a

現状に関する情報の収集＠整理を行った。

③部落解放運動関係資料の調査

平成 5年度iこ開催する企画展の準備の司環とし

て、県外所在の四国地方の水平社運動に関する史料

の調査を行った。また、戦後の徳島黒部落解放運動

史についての事実関係を調査した。

福包珠己（民俗）

①故郷のイメージiこ関する研究

文学作品に搭かれた故郷の分析を遥して、現代に

おけるふるさと観について考察した。

②畑作農具の謁査

,jZ成 5年度企画展「祖谷ーその自然とくらし」の

準備の一環として、東祖谷山村において畑作農具を

調査した。



＠民俗と博物館についての研究

アメリカ合衆国における J生活史復元運動」を中

心iこ、文献調査を行った。

大橋俊雄（美術工芸）

①蒔絵諦飯塚桃葉の研究

桃葉の在銘作品と、文献資料の調査収集を行った。

②森崎家資料の調査

舘蔵の森崎家資料（狩里子派の粉本類）の整理と表

装を行い、その内容について研究した。

③県下の絵画作品の諮査

蓄の御用絵師を中心iこ、絵画の所在調査を行った。

徳山豊（普及）

①平成 5年度阿波学会の調査の一環として、白！波町の

＊・生昆虫の調査を行った。

②環境教育の一環としての水辺教室のあり万と生物学

的水質判定法の意義と問題点ついて研究した。

③鳴門市板東谷川水系のスi＜生昆虫相を調査した。

2. 課題調査

平成 5年度；土、次の 3つの課題調査を行った。

(1）黒潮の道一八重山の自然と毘揺 i

徳島県の生物相や民俗文化は、様々な複合的な要因

を基盤として成立しており、 Lll地部で、は北方系の要素

が、海岸や平地部では南方系の要素が強く影響してい

る。生物相の成立には、氷河期における北方系の生物

の移動とその後の隔離を考える必要があり、

成3～4年度の譲題調査 r:i:且谷の自然と民俗」におい

ても山地部の生物相の成因解明のための足がかりをつ

くることができた。しかし、これらの謁査が進む中で、

山地といえども民俗文化的なもの、つまり焼畑の方法

やそこで栽埼されていたシコタビエなどの作物には、

南方系の要因が色濃く存在していることもわかってきた。

一方、北万系の生物が多く存在するのは徳島県では

標高1000m以上であり、その面積からも、徳島県の生

物相は南方系の要素が圧倒的に強いと考えられるし、

同時にそれは民俗文化iこも該当し、南方系の民俗文化

の影響が山地部iこ及び、それが現在まで残っていると

思われる。

生物相や民俗文化における、徳島県の南方系の要素

の流入経出は様々なものが考えられるが、中でも黒潮

が生物の移動だけでなく、人やそれに伴う文化の移動

に重要な貢献をしてきたことは間違いないと思われ

る。作物やその栽培技術などの民俗においても、徳島

では芋ではなくズイキだけを食べるサトイモ（ハスイ

モ）が栽培されているが、これも黒潮の流れに沿った

調査研究事業 13

人の移動iこ伴って北上したきたと考えらてt＇るもので

ある。

徳島県の生物や民俗文化の成立基盤を採ることは博

物館の重要な役割であるが、それを達成するには、県

内での詳細な調査はもちろん、その源流部の調査を欠

かすことはできない。したがって、本課題調査では、

黒潮の流れに沿って、南西諸島から九m南立語、四冨南

端へと、生物、民俗文化およびそれを跡付ける歴史・

考古資料などを認査し、徳島の生物栢および民俗文化

の成立基盤を探る足がかりをつくりたいと考えている。

平成 5年度i立、第 1田呂として八重山をとりあげ、

石垣島の南嶋氏俗資料館、竹富島の喜宝院蒐集舘との

共同調査も行った。さらに沖縄県立博物館などとの共

同研究や鹿児島大学、琉球式学の農学部との共再調査

も予定している。また、いずれは、国際交流事業とし

て、かつて大琉球とも呼ばれ歴史的にも非常に関わり

の深かった台湾の博物館や研究者との共同研究も行い

たいと考えている。そして、それらの成果を総合して、

開館10周年記念企画展として、台湾や沖縄、鹿児島、

宮崎、高知、和歌山などの各県立博物館と合同の大き

な展示会を開催したい。

轡課題讃査の全体計画

①沖縄県八重山諸島の自然と民俗の調査（平成 5～6

年度）

②沖縄本島の自然と民俗の調査（特に南部と、北部の

山！京地万を中心に）（平成？年／支〉

③奄美大島、徳之島局辺の自然と民俗の調査（平成 8

年度）

④鹿児島県、宮崎県、高知県の太平洋岸の自然と民俗

の調査（平成 9年F変）

⑤黒潮街道（仮題）企画展（平成12年度？〉

⑮平成 5年度の調査

「八重山の自然と民俗」と還して以下のような調査

を行った。

①調査メンバ一

博物館学芸員：亀井節夫（舘長・地学入大原賢二

（昆虫）、田辺力（無脊椎動物）、鎌田磨人（植

物）、福田珠己〈民俗）

舘外調査者－櫛下回I鉦敏（鹿児島大学農学部劫教授 e

昆虫）

現地協力者：上勢頭芳徳（竹富急、喜宝院蒐集舘）

崎原 毅（石垣島、南嶋民俗資料館）

②調査日程

第 l回ー平成 5$6月l告白～30El、五垣島＠西表島

a 竹富島調査（大原＠櫛下町〕

第 2[ci］：平成 5年 7月 l日～11目、石I豆島，竹富島

＠小浜島・黒島・那覇市調査（福田）
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E富喜豊島、仲間Jliのマンダロープ（ヤヱヤマ

ヒルギ〕群落（1994年2月23A) 

第 3国：平成5年11月10日～13日、沖縄本島調査（大原）

第 4回；平成 5年11月10臼～21日、石垣島＠否表島

調査〈田辺〉

第 5回：平成5年 2月21日～ 3月3日、石垣島。西

表急・竹富島調査〈亀井参大原・鎌田）

③言書査内容

e 八重山諸島の石垣E言。西表島を出心iこ、見虫類、

窪産及び、；海産貝類、ヤスデ類、マングロープ林内

の甲殻類などの収集

・地表性動物、土壌性小動物の議査収集

＠各島の岩石や化石の収集

－徳急長南部まで見られる植物の分布状態、土地利

用の謁査

・各島の農具・作物の調査や、伝承民話等の額き取

り調査

－石垣島。竹富島の民俗資料館所蔵の資料の調査

’藍染ほか各種の草木染の調査

(2）盟国高東部の新第三紀員額北石の産状と群集

構成

四国の大半は古第三紀以前に形成された付加体土産積

物から構成されているが、南東怒などの一部には、太

平洋に面した日本列島の各地と同様、新第三紀鮮新世

（約300万年くらい蔀）の地層が分布している。

この地層（唐／浜層群）からは貝類化石を豊富に産

することが以前からよく知られていて、おもに層序区

分や時代論，広域対比の観点からいくつかの研究が行

われてきた。しかし、化石を含む堆積物の層指と良化

石の産状との関係や、化石の群集構成などについての

研究調査はほとんど行われていなかったため、これら

の点に注意して観察を行うとともに、資料の収集も

f丁った。

毒普請査者：中尾賢ー（当舘学芸員ー地学）

勢調査概要

日程－平成 5年 2月118～13日

麿ノ浜！這群のヰJでも、深海底lこ堆積した地層といわ

れている登層の分布域を中心lこ調査・資料採集を行っ

た。登層の分布域はかなり狭く、露頭も限られている

ことから、最も露出の良い模式地窓辺：こ限って調査＠

採集を行った。

署警戒果

登層の-r誌と上部では、産出する種の組み合わせと

産状に多少の違いがあることがわかった。すなわち下

部では、相対的に浅い海域iこ生怠していたとみられる

員の化石（モミジツキヒ、ダイニチフミガイ、スズキ

サルボウなど）が層状に密集する層準が認められる。

このような層準に入っている大型の良化石は、破損し

ていることが多い。二枚貝であれば、すべて南殻は離

れて層理面に平行に並んでいる。これらの化石は浅い

海域から流れ込んだものと考えられる。いっぽう上部

では、員化石は教在状に産する。生息時の姿勢を保っ

たままの個体も確認できた。このような産状の違いは、

この池！蓄の堆積環境の変遷を考える上で非常に重要で

ある。本：調査で、登層から産するよく知られた貝北石

のうち、産出が稀なもの以外はほぼひととおり採集す

ることができた。

(3）海部JI!流域の縄文遺跡の調査

平成 3年度、 4年度と那賀川流域の縄文遺跡の分布

調査を行い、那賀川の上勺中流域についてはひととお

り歩き終った。なかには、相生町鮎Iiiをはじめとする

有望な遺跡の発見もあり、大きな成果をあげた。

5年度は、サヌカイトの運ばれたんートが都賀川流

域から南の万にどのようにのびていたのかを確認する

ために、海部川流域の分手言語奈を行った。

命調査メンパー

博物館学芸員：亀井節天〈館長・地学入天；J;J利夫，

右主義がと詰土した函薬康での調衰のようす



E蔵王長E斉究毒事業 15 

主事〉に委員を委嘱した。

5年度；立、 2@Jの委員会を開催した。

直面iの年y支！こ当たることから、 4

まえての実務的な内容に関する討議の場という位震づ

けを与えた。委員会iこは、館内から館長、高iJ館長、各

議長、人文謀学芸員、総務課普及係議員が出荷し、文

化の森室からも議員 1名の出席があった。

委員会における議事の概要は、次のとおり。なお、

回数ii前年度からの還し[ti］数で表示している。

書襲第 4@J : 7月13日に詞催。委員12名出席。

具体的な内容（資料品y展示方法〕の最終確定、ミ~）関

連行事のあり方について検fn＇した。

まず、①について討議された。第 3ici.1委員会で、

生活文化に霊点を置いた構成を考えていくという方

向性が了承されていたので、それを踏まえて作成さ

れた事務局案をもとにお一議した。

展示は「「部落」とは向か」、「差別のもとでのく

らし」、「芸誌⑧祭と生きる力」、「人間tこう低みれJの

4部構成で0る。第 1テーマでは、近世ー近代の被

差別部落史を概践し、展示の主導入的な役割をもたせ

る。第 2テーマで被差別部落の生活、第 3テーマで

人形っかいや獅子舞などの芸能をそれぞれ扱い、あ

わせて展示の中核に位置づけるものである。第 4

テーマl土、差別の現状や差別解消への取り組みを紹

介し、部落解放への展望を得ることをヨ自gとしてい

る。以上のような各テーマの位置づけに基づいて、

事務局で作或した展示資料リストや展示室のレイア

ウト計画国を提出 2 説明し、検討に入った。

l高橋 啓｜鳴門教育大学教授（委員長） 1 
! i実香 寿穂 l県立富向西高等学校教頭（副委員長） I 

i赤 J11喜代子（徳島宗同和対策推進会事務誌 I 

l吉 原 現出｜部落解放問穏島県連合会事務局次長l
l岡部f 義典｜徳急部落解放研究所長 I 

｜朝治 武i大絞人程史資料館学芸員 i 

｜槍 瑛言］｜徳島県文化財保護審議会委員 I 

11ft 'i;U 忠義［尉鴨島商業高等学校長 ［ 

) i J・ i I I続史郎 j呉同和対策課主幹 ｜ 

l多田一一一昨！大 同 重量久！義教委戸j和教育振興課指導主事 ！ 

l小持原慾三｜宗教委文明文化振興班長 I 

i大 和 武生｜駐文書館長 I 

毒事同和問題著書発企道援護営委員会委員

職役属所
一一一一一丁一一一一

氏名 l

高島芳弘＠魚島純一（考古入中尾登－－ （土産学）

館外協力者：寺戸恒夫〈徳島文理大学入阿部塁可

（阿南市教育委員会入柏里子寿ー〈徳島市〉

毒態調査概要

平成5年2月26日～288 （天羽尋高島 a 魚島・寺戸・

阿部＠絵里子）

海部JiI本流の上・中流域と、支流の小JIi谷川、

相jl ！で分布調査を行った。海部J11 j流域はノヤまでほ

とんど調査に入ったことがなかったので、台治ご

とにていねいに見て歩いた。

平成6年3月268～28日（亀井 e天羽宿高島 e魚島。

寺戸，阿部＠柏野）

海部Jli流域では、小川谷iiiの流域と桑原の補足

調査を行った。また、海部JIIのさらに南の宍喰JII 

流域の分布議査を行った。この調査では宍喰町教

育委員会の方々に案内などでたいへんお世話に

なった。

重参成5震と課題

海部JI！流域では、西桑原においてサヌカイト裂の石

鍛とチャート製の石鍍のほか数点のサヌカイト剥片を

採集した。西桑原l土、大正 5年に道路工事で石斧 5点

が採集された場所であり、興味が持たれる。ほかの地

点ではサヌカイトの奈lj片ばかりでなく良質なチャー

の景rJ片も採集できなかった。

なお、下流域の古里子において、すでに霞場整備が

終ったEEHこ弥生土器、須怠器、サヌカイトの表lj片など

が散乱しているのを発見した。ここでは石斧も採集し

た。

宍喰J!I流域、では数点でチャート剥片を採集しただけ

で、サヌカイトの剥片は採集できなかった。

今後は、サヌカイトの産泡である香Jll呉の国分台 e

金山などから那賀川流域lこサヌカイトを運んだjレート

として、中間地帯である勝浦川流域などを詳しく謁べ

る必要があろう。また、相生町の鮎！！！などの有望な遺

跡の発掘を行って、それらの持取を明らかにしてゆか

なければならなL'o 

間関開題害発金~麗運営委員金

この委員会；土、平或 5年度に開催予定の同和問題啓

発企踊展のための資料所在調査、資料収集、展示計画

等について検討することを目的に、平成 4年度から設

霊されているものである。委員には、右表のとおり、

学識経験者等13名を委嘱している。なお、平成 5年度

の定期人事異動lこともない、山沼健作氏（県教委生涯

学習課成人教育班長から北島北小学校長iこ転出〉；こ

代って新たに多国 実氏（県教委生涯学習課社会教育

3, 
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討議内容は、震示資料のi震否、展示にあたっての

った。古文芸きなどにある差別語、

被差別部落の地名を公践することの当否について

も、個別資料に却して討議されたc また、第 4テー

マの／畏示内容に認して、ストーワ－ 0 展示資料を含

めた再検討が求められたc

次いで、②についての討議iこ移ったが、時間が不

足し、ート分に煮つめることができなかった。しかしる

と挟置から人権を考える行事を行いたいとする

事務局のアウトラインについての提案は了承され

た。細部については、事務局で検討し、次回の委員

会で経定するということになったc

なお、最後に企画震を無料にすべきという意見が

あり、委員会の総意として無料化を求める旨が誇認

されfこ。

毒事第 5巴： 2月10EJ Iこ開催。委員11名出席。①第 4回

委員会での積み残し課題である第 4テーマと関連行

事の内容についての確認、②解説のあり方につ，，‘て

検討した。

まず、①について、前回以詳の準備決況などを事

務局から報告し、討議に人つだっ大認としては、事

務局案が了承されたが、第 4テ－？の第 1項呂をlよ

った解放運動」とする案が内容的に不適切で

はないかという意見、徳島宗下の市町符で進んだ「部

落差別撤廃条例｜についての言及の必要性を主張す

る意見があった。

次lこ②に移り、あらかじめ各委員に送付してあっ

た解説ノfネル原稿、漫示解説書原稿をもとにした討

議が行われた。とくに、全電E覧者の自に触れる解説

パネルの内容検討が優先されラ事実関係や表記、言

葉遣いなど、詳継な検討が行われた。 5寺笥的な都合

から展示解説書原稿の検討はほと＇~と行かれずじま

、だったので、各委員会、ら｛直言ljiこ意見を事務局に連

絡するということが確認された。また、意見を輩、ま

えて原稿を改訂したうえで＼各委員に倍）：）I；約に確認

を受けるという事務局の万針も了承された。

4也

(1）薄物譲二ユース“ Cuitureζlub’

高島芳弘：那賀川流域の縄文遺跡分布調査. No.10, 

p 2 3. 

両角芳郎：アンモナイトにみられる一~－ No.12, 

p 2 3. 

山！！｜治宣：阿南市小勝島の沼海軍特攻隊墓地.No.13ラ

p. 2 3. 
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く動物〉
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1) J呂panese己hordeumatidmillip吋 s L On 

the gen立S Speophilosoma Tak旦kuwa(Diplo-

poda, Chordεumatidム

Myriapodologic丘， 3 : 25 36. 

Sh号arラ W*. and T. Tanabe (1994.l) Japanesε 

chordeumatid milliueds JI. 

ヲ 3: 44 

← 51. 

Tan旦be,T. ( 1994. 3) The rnilliped gonus Leuizonu.s 

( Polydesmida, Xy針。desmid a邑） in Japan. 

Ja;:ian告seJournal of Enotomology. 62: 101 103. 

〈植物〉

阿部近 j e 赤；準時之＊ .木村晴夫＊ー万；内和美＊，木下

物相．

査報告．三好町） : 43 53. 

西j吉宏明米・森本康滋＊＠石井償義＊霊友成孟宏ネー鎌田

磨ノ入場井内久利水（1993.3〕三好町の植生市郷土研

（阿波学会総合学術調査報告ヲ三妻子

百J): 21 42, f寸図，

Kamada, fvI. and N. N akagoshi本（1993.4) Pin告

forest structure in a human・dominated 

landscape system in Korea. Ecological 

Researchヲ 8. 35 46. 

鎌田磨人 (19号3.9）「景観生態学」のめざすもの．

IALE-,Japan, 1 : 31 40. 

〈地学〉

亀井宣言夫 (1993.11) 小さなマンモス．月刊健康11月

号： 24→ 26.

亀井節夫 (19号L¥.1 ) 理科教育とわたくしたちの郷土．

・ 6 10 

亀井宣言夫 (1994.2 ) 世界の足跡化石9 足跡化石ニュー

ス（23）・ 1 9. 

亀井節夫 (1994.3) ヒトはマンモスを滅iましたか草月

ヨヨ科［動物たちの池球」（139): 200 201. 

亀井J1:i夫（1994 3) 随想ーゾウと満潮．“あい”ラ

ンド（27): 4. 

亀井節夫 (1994 3) 琉球予u怠とソウの渡来。平良市

総合博物館年報（ 4) : 50 57. 

両角芳郊 (1994包 12)Our徳島の呂然と歴史の発信基

7也， i京急県立博物館．文部時報12月号 グラビア．

石田啓介 M 臼ミ子戸恒夫＊ .橋本寿夫＊＠村羽明宏本＠森永



宏ポ a Eわ尾賢一＠森本誠二ネ（1993.3）同讃山派西

部の和泉層群と中央構造線一徳島県三女子町地域の地

質と地形 郷土研究発表紀要39号（阿波学会総合

学荷調査報告，三好町）： 1-19.

中尾賢一（1993.7 ) 宮碕平野の更新統＠通山浜層の

貝類群集の分布と変遷第四紀研究 32(3) 157 

170. 

く考古〉

天羽利天 C19n1) 鳥居龍蔵＠アジアを巡った町の

学者． 文（32):3 ・ 5 . 

天羽利夫 (1993. 8) 徳島。異文化との出会い一一鳥居

龍蔵の見たアジア．徳島新聞 8月15E!朝子iJ.

天羽利夫 (1993.10) 記録写真に見る鳥居窪蔵のアジ

ア調査行 (1 5）.徳島新聞10月12 16日

(1994. 3) 高知系香美郡野市町兎田八幡宮

所蔵総形銅剣のX線透過撮影および蛍光X線分析に

ついて，高知県立歴史民俗資料館研究紀要。） : 50 

52. 

く歴史〉

長谷川賢二 (1993.5) こころの歴史への招待（上＠

下）．徳島新聞 5月 7• 8 6朝子u⑩

長谷川賢二 (1993.10）「伝統」の創造と再生産－1990

年の大嘗祭をめぐる一地万の動向についての断章一．

森栗茂一編：都市人の発見，太五社： 145 174. 

く畏俗〉

福田珠己。鎌田喜善人 (1993.4 ) ！日焼畑村落における

植物の利用 徳島桑東祖谷山村の場合宿員具マンス

リー 26日） • 12 19. 

福田珠己 (1994.1 ) 徳島の地理37，祖谷地方の語居

制，徳島新聞 1月初日朝刊

福田珠己 (1994.2) 徳島の地理38，カヤのある風景．

徳島新関 2月9日朝刊．

く普及〉

徳山 豊（1993.3) 三好町の水生昆虫．郷土研究発

表紀要39号（阿波学会総合学術調査報告？三好町）

99 108. 

f室、山登 (1993.6 ) オオシマトビケラ，朝日新聞社

高松支局編「青い国は輝いている7）＼」。 46 19. 

徳山 叢 (1告白3.10) 水生昆虫の眼から見た吉野ハi. 

徳島の文化（9): 142 146. 

(3）学会＠研買会等での発表

* EP（ま館外研究者

佐藤湯ー (1994.3〕 進化分類へのアダムス合意法の

応用．ニシン亜百を例として．第21回四冨魚類研究

会（高松〉および1994年度日本魚類学会年会（東京〉．

田辺 力 (1994.3 ) タカクワヤスデ属の地理的変異

額査研究率重量 17 

と分類学的再検討．日本昆虫学会第54回大会（東京）．

小川 誠 (1993.5) パソコンによる分布図の自動作

成．西国植物研究会例会（高知）．

鎌日磨人・福田珠己＠曽宮和夫ネ (1993.4) 16：境煩地

域における景観構造の変化とススキの利用形態．第

40回日本If.態学会大会〈松江〉．

洪善墓キ・中越信手Eキa 鎌田藩人 (1993.4) 農村の

植竺景観の比較分析 韓冨と西百三誌の事例＠芸名羽田

日本生態学会大会（松江〉．

鎌田廃人ー巽宮和夫ネ (1993.5) 徳島県東祖谷山村の

値生とその分布様式．第37回日本生態学会中国＠西

宮地区大会〈高松〕。

Kamada.M. and T.Fukuda (1993. 8) Th号 roleof 

Miscanthus sinensis grassland for th白 sustaina・

ble land usξin Shikoku Mountain range, Japan. 

XV International Botanical Congress, Tokyo, 

Symposium“Landscape Ecology for Sustaina・ 

ble Land Use且ndRestoration of 

(Yokohama). 

鎌白磨人 (1993.12) 景観における自然 人間系の展

間， L乱ndscapeEcologyからのアプローチ．第183

回環境科学共同セミナー（広島天学総合科学部）

天羽利夫 (1993.8 ) 鳥居龍蔵の見たアジア＠鳴門史

学会研究大会戸徳島・異文化との出会いj （徳島〉．

天羽利夫 (1993.11) 埋葬頭｛立かι見た西国の古墳．

愛媛県大西町シンポジウム「えひめ妙見出古塩J（愛

媛）．

長谷川賢二 (1993.11) 中世における熊野先達支配の

展開 第14[ciJ山岳修験学会大会（京都）．

福田珠己 (1993.5 ) 現代文学と故郷 horn号←増田み

ず子の作品を例に ．人文地理学会第32目泡理思想

研究部会（京都〉．

徳山 豊 (1臼93.9) 生物学的氷質評価j去の意義と商

題点． 日本ブメ環境学会中西国支部第 3回水環境懇話

会（徳島〕．

徳山 豊 (1994.1 ) 潔境教育の一環としての水辺

教室．日本理科教育学会西国支部大会（鳴門〉．
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麓 繰備事業l

資料の双柔と保存l立、博物館の最も基本的な機能で

ある。当宣言は徳島の自然や歴史＠文化に関する資料を

収集するとともに、それぞれの分野でのテーマに応じ、

比較資料として黒外の資料や外冨の資料をも収集対象

としている。

資料の収集；主、購入母寄議。寄託 e採集＠交換など、

さまざまな方注で行っているが、とくに県民からの寄

贈が多い。資料の購入、にはx 美術品等取得基金を当て

ている。

今年度は 4名（人文 2、自然 2）の文化推進員＠臨

時補助員の補助で資料の繋主主作業を行った。

十購入資料

建暴動 物

アマゾン産魚類および照虫類黍lj製 3点

アマゾン産魚類奈lj製 4点

アカウミガメ骨格模本 1点

ミダースオキナエビス他世界のヨ 80点

タカラガイ類他世界の員 533点

ダイオウメロンボラ治世界の貝 70点

ウスパアゲハ属の蝶 58点

東南アジアの蝶（アゲハチョウ） 187点

東南アジアの媒〈タテハチョウ） 4,591点

重量植 物

チュンペリー著「ヨヱド植物誌」 1点

東祖谷山村の植物レブリカ 告点

シーボルト旧蔵｜日本植物園譜コレクション」 3点

畿地学

夕、ロッソブチ ！） ス

白豆紀異常巻きアンモナイト

ロシア産オルドビス紀三葉虫

鉱物霊換された員化石

高アメ ！） ァヲ産有用鉱物

S然水銀他元素鉱物

＊品位母者っき鉱物

菱韮鉛鉱他炭酸塩鉱物

エクロジャイト

上「一一占一点」白川レロ…占一占…点出一
1iruquqυdqqLnxuif斗一1i

パァジン塩鉱他パナジン酸塩鉱物 2点

輝安鉱 1点

燐！支ウラン鉱 l点

実極鉱他珪酸塩鉱物 5点

コランダム他酸化鉱物 4点

§考古

平壌出土画文帯神獣鏡レプリカ 1点

何王塚古墳出土酒文帯神獣鏡レプ ！） カ 2点

雪量窪 史

密島藩潔係古文書 S点

阿波医関係絵図複製 51点

四国道路関係資料 5点

西国遍礼絵図 I，長

蜂須賀千松書「高LL雪j 1点

松根油増産ポスター 1点

東京日 g新罰錦絵 1，点

軍用関係資料 10点

南波国大帳複製 12ヨ
阿波宮麻猶郡謁黄絡複製 1点

空襲警報発令中表示板他戦争関係資料 9点

阿波の踊り子映画ポスター 1点

議民 j浴

西国土逗方j地誌資料 2点

刻み煙草製造業者版木 196点

毒喜美様工芸

第二回内国絵画共進会会場独案内 1点

谷田蒔絵丸形香合 1点

渡辺見輝筆養老議函 1点

守｛主貫魚筆朝日に松図 L点
鉄屡筆白衣観音図 L点

2. 寄贈賓料

移動物（脊椎動物〉

コジュケイ 1点藤井： 龍丘
カルガモ l点東燦秀徳氏

ムササピほか 2点谷 口 氏

アオサギ、ほか 6点寒JI［芳彦氏

タシギ 2点久保テjレ民

メ~，ソムシタイ 1点竹 次： 見

ウミネコ l点柴折裕美子氏

サツキマス 2点建設省徳急工事事務所

、ミ、ノyー－－tノi' 1点高石康夫氏

ヒメアマツノfメ 1点秋本喜美子氏

ハシボソガラス 1点曽良寛武氏

ヤマドワ剥製 1点東燦秀徳氏

ノ＼クビシン 1点武内窓行氏
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雅俊足

六郎氏

去rJ男氏

製紙

一郎氏

和子氏

長

氏

氏

え

氏

氏

氏

氏

氏

雄

入

子

治

之

郎

昇

進

一

辺

唯

清

知

日

修

博

太

重

橋

田

佐

田

藤

防

相

一

白

川

一
一
市
増
土
鎌
近
森
本
関
石

植物さく葉標本；

種子標本

キノコ標本

著書地 学

黄鉄鉱

桑野JI［河口

和泉層群産化石

カナダ産三葉虫、アンモナイト化石

拳 歴 史

日中戦争 e 太平洋戦争関係資料 90点

臼中戦争関係資料 3点

石銭 1点

皇草月史略他和本 67点

松平千松丸書「福田意積」 1点

伊藤博文胸像陶板 1点

代用毛布 1点

小勝島特攻該基地関係資料 5点

板碑等拓本 192点

水平社運動関係資料 4点

（寄贈者の意向により、宝寺婚者名は非公開〉

鍋

田

泉

真

安

東

小

：点目

多数神崎

？点板東

5点立五

2点

10点

L点
l，点

光紘氏

龍氏

手口人氏

茂行氏

孟宏氏

清美氏

利幸氏

2点畦内吉郎氏

1点坂東良二郎氏

多数徳島呉水産試験場

5点新居正幸ij氏

裕造氏

良行氏

佳資氏

寛武氏

喜男氏

重夫氏

博氏

永氏

永氏

村

本

沼

田

成

白

井

桧

藤

吉

太

友

松

笠

本

内

鍋

良

口

藤
武
室
内
曲
目
川

端

川

部

部

回

記

阿

阿

1点

l点

1"" 

多数

L点

多数

1点

100点

20点

戸
出
川
一
良
」
白
川
点
」
白
一
点
古
…

1
i
4
1一

1

i

4

上

イ
i
ム

i
l
l

－
i

2点

1点

アマス

ツノfメ

ゴイサギ

カワアナゴ

ヤモリ

カズハゴント、ウ

ア／

アユカケ

アユカケ

ニホンジヵ

吉里子ii！産魚類液浸標本

キツネほかお製

ニホンジカ

ダイサギ

キジ

アン

ミサゴほか

ジョウビタキ

魚類液浸標本

ニホンカモシカ

鳥類仮剥製

茶富義勇武

子石橋 俊文5王

子石橋 俊文氏

庄野節夫氏

向野寿美子氏

市橋俊文民

佐藤好昭氏

木村富雄氏

8点

24点

1占

12点

5点

1点

25点

1点

移 民 謡

太夫衣装肩衣

オルガン他

農真

意f’乍道真

ランプ

養蚕道呉伯

在秤

町長i汀神

氏

民

氏

民

合

洗

倫

倫

嘉
義
〆
ム
｛
巴
六

牛尾良太郎氏

中

山
田

中

1点

1点

1点

S点

1点

目占

署警考 古

・＇￥主銅剣（零要美術品）

鯵 震 史

火縄銃鉄砲

参 畏 俗

鬼神面

若い男面他

場美術工芸

徳島天神夏祭張／図

閑今子関係作品

寄託資料つ
,J • 加々美好｛言氏

小 野 香 織 氏

真野俊作氏

盛 重刻E氏

増 出 敏 雄 氏

大 塚 直 樹 氏

内田 清氏

L

ロ
…
上
口
小
占
川
占
…
占
…
占
一
占
…

内
汽
U

A

よ

4
1ム

m
ソ
i

n
×U

の
γ
μ
η
x
u

内

リ

』

つ

ω

n
〆
ω
m
h
υ

ι

i

i

4

1

4

 

移動物

イセエピ幼生

ホウネンエビ
メ句、 日

, -
吉野JI！河口産平殻類

オカヤドカリ

ヤミ／ニシキ

陸産員類ほか

護暴動 物（昆虫）

北海道産ミヤマカラスアゲハ春型

1）ュウキュワムラサキ大陸型宇

fJワラノ＼ンミョウ

ウスパアゲハ罵標本

徳主主県産甲車類

Jl., 1）クワ fj、タのなかま

和夫氏

真也氏

友彦氏

昭紀氏

政一氏

浩治氏

永氏

村

田

野

藤

川

部

中

山

神

璽

佐

横

阿

点
点
占
一
上
尺
点
’
点
一
白
川

弓
υ
η
4
4
ょ

ρ

h

U

1

i

o

Q

n

u

ρ
ハv
q
、υ

η

，白

1
1
よ
ハ
H
u

nv〆
い

】

ハ

H
U

mhu 
約

斎藤

斎藤

資料品聾出

物

4. 

毒暴動

永氏

信生氏

正弘氏

義昭氏

時之民

泰雄氏

武樹氏

議櫨物

植物さく葉標本〈；可部近ーコレクション〉

40,000点阿部

300点室見

300点矢内

120点蒸ヱド

10点赤津

S，点片凶

5点目決!J

植物さく薬標本

植物さく

植物さく葉標本

植物さく葉標本

植物さく葉標本

植物さく葉標本
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トカケ、ゴチほか液浸標本

7点山川 武氏

ス

L点、 横J!i 浩治足〈香川県水産試験場〉

議考古

若杉山遺蹟出土品 4点 徳畠県観光物産諜

焔白銅鐸レブ iJカほか

21点 急根県立八雲立つ嵐土記の丘資料舘

j京国銅剣 1点元興寺文化財研究所

長砂原石 1点 アスティ徳急

有舌尖頭器ほか 39点徳急市教育委員会

運善良 信

水車 1点 徳主主地方史研究会

冨上町一
w

平成 5年 3月末汀現在の分野別収議資料数は下表の

とおり。

S，嚢料収集委員会

館長の諮問に応じて博物館における議入資料につい

て審査する機関として、博物館資料収集委員会が設置

されている。本委員会は、「美術品等取得基金による

美術品等の取得要領」の規定に従って、 200万円

の購入資料について審査する。

委員は常任委員（ 5名以内、任期 2年）と、特別委

員（ 3名以内〉から構成されており、特別委員は購入

幾分野男性収蔵資料数（平成 5年 3月31日現在）

資料に応じて特に必要がある場合lこ、その都度委嘱さ

れる。

今年度l立、平或 6年 1月266に委員会を開催し、 2

年間の任期満了iこ伴う委員長省副委員長の選出後、 1

件 8点の資料購入を諮問した。

重量薄物語資料収集委員会委員（常任委員）

（⑤委員長、 0説委員長〉

氏 名 I 役職（専門分野）

生里子 勇｜日本美術刀剣保存協会評議員

i （美術工芸〉

石井憧義｜徳島大学総合科学部劫教授（生物）

i 石沼 啓祐｜猿島大学総合科学部劫教授（地学）

O高橋 啓｜鳴門教育大学学校教育学部教授

I C歴史）

。湯浅良幸｜徳島史学会会長（民俗）

7. 文離賓料母親襲

文献資料から得られる情報は、謁査研究はもちろん

のこと、展示や普及教育などの博物館活動全般にわた

るレベルアップをはかるために不可欠で＝ある。当舘で

は、人文＠自然分野の専門書や学会誌のほかに、徳島

県を中心とした地方誌類や教育普及沼図書も収集して

いる。

収集の手段として、購入のほかに、国i内＠屋外の博

物館施設、大学および研究機関などの出版物も、当館

分 Jコ
片、 数

訳
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出版物との交換により収集している。

．購入図書冊数（データベース登録数）

6,839冊（平成 5年度分 531冊）

．逐次刊行物等受入れ冊数

8,661冊（平成5年度分 541冊）

．購入雑誌

人文系（36タイトル）：季刊考古学，九州考古学，

芸術新潮，芸能史研究，月刊文化財，考古学研究，考

古学雑誌，考古学ジャーナル，考古学と自然科学，古

代学研究，古代文化，国華，古美術，古文化財の科学，

古文書研究，史学雑誌，地方史研究，地理，日本史研

究，日本の美術，日本民俗学，日本歴史，美術研究，

美術史，仏教芸術，文化財発掘出土情報，民族学研究，

歴史学研究，歴史地理学，歴史手帖，歴史と地理，歴

史評論，列島の文化史， AnnualReview of An-

thropology, Folk Lore, Journal of American 

Folklore 

自然系（35タイトル）：アニマ，遺伝，インセクタ

リウム，海洋と生物，貝類学雑誌，科学，科学朝日，

月刊海洋，月刊地球，月刊むし，子供の科学，昆虫と

自然，生物科学，第四紀研究，地学雑誌，ちりぼたん，

日経サイエンス，日本応用動物見虫学会誌，日本生態

学会誌，ニュートン，パーダー，プランタ， American

Naturalist, Cladistics, Ecological Research, 

Entomology Abstracts, Evolution, Geology, 

Journal of Evolutionary Biology, Journal of 

Palaeontology, Oikos, Paleobiology, Plant 

Systematics & Evolution, Trends in Ecology 

and Evolution, Zoological Science 

・当館刊行物の定期発送先数（平成6年 3月末現在）

博物館ニュース 1. 166ヶ所

博物館年報 407ヶ所

研究報告圏内 422ヶ所

国外 120ヶ所

展示解説 190ヶ所

企画展図録人文 170ヶ所

自然 78ヶ所

8.赤津コレクションの整理

赤津時之氏はタヌキショクダイの原記載者で、徳島

県在住の植物分類研究者である。本コレクションは赤

津氏が長年にわたる研究活動を通じて収集した植物さ

く葉標本であり、平成2年に博物館に寄贈を受けた。

標本数は10万点を越え、赤津氏が新分類群として記載

した基準標本を含む大量で種類の豊富なコレクション

である。

資料収集保存事業 21

平成3年度から本コレクションの整理をはじめ（小

川が担当）、平成4年度には臨時職員 1名が植物標本

整理の補助につき、アザミ属、ヤマハハコ震など46分

類群848点の標本のデータ入力を終えた。

作業の大部分は産地や採集日のデータをパソコンに

入力しデータベース化することであるが、他の寄贈標

本のデータ入力と平行して作業を進めているため、処

理件数が少ないのが問題点となっている。

9. 阿部コレクションの受け入れ

阿部近一氏は、長年にわたり徳島県の生物相につい

て調査研究を行い、徳烏県の野外生物学をリードして

こられた。また、徳島県の文化財保護審議会会長など

も務められたが、平成 5年の 2月に他界された。阿部

氏は、徳島県の生物相調査の過程で数多くの植物さく

葉標本、陸産貝類標本、鳥類の仮剥製標本などを収集

し保管してこられた。

阿部近一氏は植物についての長年の研究成果を、平

成2年に「徳島県植物誌」としてまとめられたが、こ

れは氏が収集した標本に基づいて書かれたものであ

り、「阿部コレクション」における植物さく葉標本は、

徳島県の植物相を知る上でなくてはならない資料と

なっている。また、氏は陸産貝類についても詳しい調

査を行っており、徳島県内でこれだけのまとまった標

本は例をみない。さらに氏はいくつかの新種も記載し

ており、そうした標本もコレクションに含まれている。

これらの標本は、今後、徳島や四国の生物相を明らか

にする上でなくてはならないものである。

当館では、阿部永氏（近一氏の長男）の申し出に

より、阿部コレクションの一括寄贈を受けた（平成6

年 3月受け入れ）。今後順次整理していくことにして

いる。

阿部コレクションの概要は次のとおり。

・植物さく葉標本（ 1部B4台紙貼り、ラベル付、

約40,000点〉

・陸産貝類乾燥標本（ラベル付、約15,000点）

・鳥類仮剥製（ラベル付、 100点）

・脊椎動物標本（20点）

10. 資料データベース

平成5年度は、現システムの手直し希望は提出せず、

次期システムの設計検討のみを行った。

次期システムは、全体としてみるとワークステー

ションと Macintoshを端末機としたクライアントー

サーバ型のシステムになる予定であるが、博物館の資
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料管理iこ認してはかなり独立したスタイルとなる。ま

た、全体の OSや端末機の機種決定は 3年度の前半に

なる予定で、次期システムは平成 7$度にスタートす

。
ヲ

心

。

な

り

4

い

L
r
A
W

井

」

ん

」

こ
十
二
の

る

次 システム設計側との協議内容は

( 1 ）博物鎮め賓料菅翠渇データベースの考え方

①資料管理沼の台帳作成は学芸員の業務のーっとして

位置づけるが、大型汎用機ゃっークステーションの

OSなどによるシステム的な制約はできるかぎり受

けない形でシステムを構築することとしたい。

cg)各担当ごとに分野ごとのファイルを作成し、レイア

ウトや出力などを簡単に学芸員が管理できるように

する。

③端末上で市販のデータベースソフトを利用して台帳

を作成＠管理する。データファイルは博物館の部門

サーノくに保管するが、各担当もデータの保管を並行

して行う。

④手lj吊するソフトは検討中である。

⑤データのパックアップを主目的として総合サ u パ

（ワークステーション）へデータを転送する。

⑥人文系においては、検索系は全分里子を横断検索でき

るようにする。

⑦一般情報提供用として資料台程の公誌は原則として

認めるが、サービスとしては弱いので、別の内容を

番組的；こ作成して提洪することを考える。

？警報提供馬のデータベースの考え方

①資料台帳を検索して各収蔵資料のデータを公開して

もそれから得られる情報を一般の利沼者が十分に活

用できるとは考えにくく、台帳公開法最少のサービ

スであると考える。

（玄j台帳からの情報を公開する場合でも、種ごとの採集

データから緯度と経度の隠報を作成し、分布図など

が自動作成できるようなことも考える。

③検索や分類群を表示する場合にも、写真や絵をとり

いれ、視覚的にわかりやすくし、できる限りキーボー

ド、からの文字の入力を減らすように検討する。

④分類群ごとや分野ごとにテーマを設けたり、適当な

タイトルで番組として提供することを考える。

(3) ~聖書システムについて

①博物館の図書の管理は、現システムのように図書館

システムの汎用機のソフトで作成された管理システ

ムではきわめて使いにくいので、博物館独自にカー

ド型ソフトを利用した台帳を作成する。

②密書情報提供用には、書名や著者名などの項呂を一

致させて情報提供用のワークステーションヘデータ

を転j乏し、それを利用 Lてもらう。

．
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~文集した資料、貸し出し後返却された資料および借

吊した資料i土、 j京芸rJとしてすべて、収蔵庫への主投入、

展示lこ先だって爆蒸を行う。

資料の形態や量などによって、次の 3種類の：壊蒸を

行っている。

、11
 

／
｛
 

による鷺蒸

小型資料の媛蒸；主、資料の受人などのつど、担当学

芸員が減圧爆蒸装置を使って行う。

i威圧濡蒸装置の有効丙寸l立、たて1:30cm×よこ120en: 

×奥行140cm（約2.3rrf）て＼爆蒸剤iこは臭化メチルと

酸化エチレンの混合ガスを使用している。

平成 5年度は 6回の減圧燦蒸装震による爆蒸を行っ

チ伊
〕 O

(2）常在：壌蒸庫での爆蒸

減圧：議蒸装霞に入らない大型の資料（i, 占時保管j享

(24待問空調）に仮収蔵し、資料が適当な量になった

時点で、常圧媛蒸慮でJ壊蒸する。

常圧媛蒸i室i立、床医積20m'×高さ 3m （約60rr/）で

ある。常圧爆蒸！享での爆蒸／；：！、、文化財専門の爆蒸業者

に委託し、爆蒸斉｛jには臭化メチhと酸化エチレンの混

合ガスを使用している。

平成 5年度は 3回行ったc

収蔵窓への出入りなどにともなって、害虫やカどな

ど、資料の保存iこ悪影響を与えるものが侵入すること

がある。そのために、原則として 3年に］呂、専門業

者に委託して、収蔵庫の全室密罰爆蒸を行う。

豆成 5年度i立、際史民俗収蔵庫、特定lj収蔵庫し特

別収蔵庫 2、都化室、生物収蔵庫および考古収蔵庫の

ガス（臭化メチルと酸化エチレンの混合ガス）による

全室密閉爆蒸と、地学収蔵庫の薬剤散布による害虫駆

徐を行った。



1す 議長 育事日

普及教育事業、とくに普及行事は、「弱かれた博物

館」をめざし、銭員が県民と直接対話できるよい機会

であり、力点、をおいて取り組んでいる。

平成5年度；立、年間54呂の普及行事を実施した。博

物館の普及行事が県民のあいだに定着してきており、

参加者も徳島市内とその近郊在住者から郡部へと広が

りつつあるつ実施回数としては最大限であろうと思わ

れるので、今後；立、マンネリ化しないよう、参加者の

反応を十分把握しつつ、内容の充実を図っていかなけ

ればならない。

博物宣言友の会も実質的な活動の 2年自を迎え、様ざ

まな活動を行った。

十普及行事

調体験学習

大雪の人の生活iこ関係ある「ものづくり」の体験を

通じて、ものの性質や当持の人びとの生活の知恵を学

ぶシリーズ。 5年度も「土器づくり」を実施した。

10月31臼（臼〉 土器づくり（成形〉 39人

11月21日〈日） I! （焼成） 雨天中止

菌澄史教歩

県内の主な遺跡、伝統産業などをまわる行事。昨年

度までは「毅子歴史教室」として、小学校 4～ 8年生

とその保護者を対象に実施していたが、今年からは詮

でも参加できるシリーズに衣替えした。

5月16日（日〉 古墳見学 40人

9月26日（日〉 脇町を歩こう 31人

10月 1日〈日〉 徳富士或めぐり 35人

3月20臼（臼〉 国府町の遺跡めぐり 58人

置野外患然かんさつ

季節に応じた動植物の観察や地質見学を行ってい

る。文化の森馬辺のほかに、鳴門市（磯の動物）、海

部町（呉南の植物入香川栗東部（翼山の地質）など

で実施した。

5月号日（臼） 花と虫のかんさつ 21人

23 

5月23臼〈司） 磯の動物 uヨ7，ノA＼ 

7月256 (6) 水生昆虫のかんさつ 雨天中止

2月186 （土） 鳴く虫のかんさつ 41ノ人

10月24日（巳〉 池質ハイキング 22A 

11月7BCEl) 植物たちの秋 18人

11月23日〈日〉 長南の植物かんさつ :31A 

12月四日（ヨ〉 翼，lJの地質見学 22人

護士翠言華麗

毎月第 2土曜日の午後 2時から 1時間ほど、学芸員

が各自の研究テーマ毘辺の話題について詰をする講

座。卒し込みは不要で先着50名を受け付ける。昨年ま

では第 3土曜日に実施していたが、学校週 5臼告iiとの

関連もあり、第 2土曜日に変更した。

4月10日〈土〉鳴門のゾウ 亀井 37人

5月 8B （土）文化財の保存と科学 魚昆 24人

a月12B （土）はにわに見る風俗 天沼 27人

7月四日（土〉 韓尽の農村その自然とくらし鎌田 27人

S月比日（土）阿波おどりの歴史 山J!I 26人

9月11日f土）雑草のくらし 小JII 31人

10月 96 （土） 「ふるさと」のうつりかわり 福田 S人

11月13日（土〉 火砕；流と火山灰のはなし 中尾 12人

産史教室長「醤府町立3遺跡めぐりj

野外自然かんさつ「粟手警の援物かんさつl
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12月11日（土） 山と祈り

1月8日（土） 進化のはなし

2月12日（土） 昆虫の食べ物

3月12日（土） 日本の工芸・蒔絵

長谷川 21人

田辺 28人

大原 28人

大橋 23人

・ミュージアムトーク

平日の参加者をねらった土曜講座の平日板といった

シリーズ。 5年度は「食」と「旅」の 2つのテーマを

とりあげ、それぞれ3回ず、つ違った角度から考えてみ

るという、連続講座の形式を試みた。

6月2日（水） 食①：化石に残された古生物の食生活 9人

7月 7日（水） 食②：古代人の食べ物 16人

8月4日（水） 食③：日本の「食」づくり 12人

1月12日（水） 旅①：昆虫の旅 6人

2月9日（水） 旅②：霊場と旅 51人

3月9日（水） 旅③：旅と情報 25人

・標本の作り方、名前の謁べ方

採集した動積物を標本にするのはどのようにしたら

よいか、名前を調べるにはどんな点に注意して観察し

たらよいかを学ぶ講習会。

「標本の名前を調べる会」は毎年 8月下旬の恒例の

行事で、学芸員のほか 8名の外部講師の応援を得て

行った。単に名前を教えるだけにならないよう、いっ

しょに調べる姿勢で取り組むように留意している。

6月6日（日） 魚の液浸標本の作り方 3人

7月24日（土） おし葉標本の作り方 11人

8月8日（日） 草や木の名前の調べかた

8月24日（火） 標本の名前を調べる会

8月25日（水） ，， 

9月26日（日） 化石の薄片標本の作り方

・室内実習

16人

41人

73人

11人

主に実習室で行う各種の観察・講習会。内容に応じ

て、顕微鏡、走査型電子顕微鏡、 X線撮影装置等の機

器も併用して観察を行っている。

4月18日（日） ミクロの世界① 18人

6月20日（日） 動物の骨格を調べる l人

7月18日（日） 文化財をのぞいてみよう 15人

8月29日（日） ミクロの世界② 27人

9月12日（日） 美術品の取扱い方 23人

11月21日（日） ミクロの世界③ 20人

12月12日（日） 土壌動物のかんさつ 9人

1月23日（日） 拓本をとろう 26人

2月 6日（日） 地質図づくり 18人

2月13日（日） レプリカづくり① 27人

2月20日（日） ミクロの世界④ 26人

3月 6日（日） レプリカづくり②

・企画展解説講座

10月17日（日） 鳥居龍蔵の足跡

・企商展記念講演会

27人

38人

企画展開催中に、 21世紀舘イベントホールで次の講

演会を行った。

．「祈り・のろい・はらい」展記念講演会 4月25日（日）

講師：小松和彦氏（大阪大学文学部助教授）

演題：「魔よけをめぐるフォークロア」

参加者： 205人

．「南アメリカの自然」展記念講演会 8月 1BC臼）

講師・演題：

①富田幸光氏（国立科学博物館主任研究官）

「南アメリカの晴乳動物 その進化の歴史」

②小野幹雄氏（東京都立大学理学部教授）

「アンデスとパタゴニアー南アメリカの植物

地理」

参加者： 96人

．「鳥居龍蔵の見たアジア」農記念講演会 11月3日（水）

講師：宗文薫氏（国立台湾大学文学院教授）

演題：「鳥居龍蔵と台湾J

参加者： 149人

2.講師派遣、テレビ・ラジオへの出演等

館外からの依頼を受けて行った講師派遣、テレビ・

ラジオへの出演等を、月日・担当者・内容（依頼者）

のJI慣に記録しておく（内容で依頼者が分かる場合には

後者を省略）。これらも広義の普及活動につながると

の観点から、業務に支障のない範囲で依頼を受け入れ

ることにしている。

5月15日 徳山豊・佐藤陽一 「水辺教室とじんぞ

く狩り」講師（徳島市一宮小学校）

7月3日 亀井節夫平良市総合博物館講演会講演

「琉球列島とゾウの渡米J

7月15日 徳山豊「那賀川水系の水生昆虫の観察」

講師（木頭中学校）

7月24日 佐藤陽一四国放送「ふるさとトークみら

い21一吉野川河口の自然」出演

7月25日・ 8月22日 高島芳弘 「縄文土器を焼く会」

講師（井川町）

7月27日 徳山豊 「親子水辺教窒」講師（徳島市

役所）

8月 6日 魚島純一徳島県立文書館「文書資料保存

研究会」講師



2月218 亀井節夫 徳島県シルバ一大学講演「太古

の世界をさぐる」

l G月31日 天忠利夫特別震記念講演会講演「回患の

古墳文北」（島根県立八雲立つ嵐土記の丘資料館）

11J=l 3 6 両角芳郊 企画震「海と竜震」解説講座講

演「和泉層群の地層とィヒ石」（兵遼県立入と呂然

の博物館）

11月 56 揺出珠己 厚生年金しあわせ大学講演「民

家の保存と浸示 さまざまな博物館J（徳島厚生

年金会館）

11月15弓 亀井節夫 中＠四国中学校理科教育研究ス

会講演「浬科教育とわたくしたちの郷土」

12月18日 長谷川賢二 NHK 炎立つ｜テレ／ピゼミ

ナー講演「王権＠武土＠呪術J(NHK徳島放送局）

1月22臼 長谷川愛二 NHK「炎立つ」テレビセミ

ナー講演「内乱と奥州藤原氏」（NEK徳島放送局〉

2月1告白 長谷川賢二 NHK「炎立つ｜テ 1，／ピセミ

すー講演「源義経と湾設」（NHK徳急放送局〉

2月刊行 天~－~利夫 埋蔵文化財シンポジウム｜ムラ

からクニヘ」コーディネーター（福島県教管委員

会文化課）

3月 36 亀井節夫 滋翠呉高等学校建科教育研究会

講演「泡学むかしぱなし｜

以上のほか、 NHKテレビ「ホットチャンネJl，とく

しま 徳島の文化財j への出演依穎があり、次のよう

に出演した。月ヨー出演者ゅタイトルは次のとおり 0

4月初日 高岳芳弘那賀川の縄文遺跡

5月188 長谷川賢二 まじない

5月298 鎌田 麿ノ人 三嶺 a 天狗塚のミャマクマザ

サ コメツツジ群落

ヨ月四日 山川浩賞徳島藩参勤交代絵巻

10見19月大橋俊雄直人守住貫魚

11月16日 ペリii 誠 ナカガワ／ヰゴク

12月比日天羽利天地蔵院古墳

1月18日魚島純一銅鐸

2月 8日 ヰJ尾賢一宍喰i備の化石蓮痕

3月 1ヨ 天羽，fJ夫冨府EJの遺跡

3, 

平成 5年度は、 8月 2～ 6日と 3月23～27日の 2回、

博物館実習生の受け入れを行った。実習生の総数、は26

人（晃 1入、女25人）で、大学;illjの内訳は次のとおり。

四国大 13人 都留文科大 1人

徳島大 7人 椅戸女子大 i人

徳島文理大 2)、 広島文教友子大 l人

群馬大 l入

警普及教奪事業部

実習のカリキュラムは荒擦と後期で若手異なるが、

人文実係で、は考古資料の整理分察、民俗資料の整理分

譲、美術品の取扱い方、歴史資料の調査など、白j玄関

係ではi古学標本の整理、三三虫標本の整理、無脊椎動物

の採集、「標本の名前を調べる会｜の檎劫などを行っ

た。ま 7之、近代美術舘、文書館の晃4学も行った。位々

の実習については、各担当分野の学芸員が指導に当

たった。

ヰー

博物館ニュースをはじめ、濯し物案内ポスタ一、企

雨展ポスター等を定期的；こ幅広く配布することによ

り、博物館活動を P1えしている。長話行事案内につ

いては、県庁記者タラブを通じて広報するほか、報道

機関やタウン紙編集室などへも直送している。また、

必要に応L:て報道機演への資料提供ち行った。

参博物書室ニュース、ポスター等の主な定期発送先（累内）

小学校 272ヶ所

rtコ学校 96ヶ所

・その他学校 63ヶ所

学会 a 同好会等 12ヶ所

安：及び県教育委員会各課・機関

市町村教育委員会

公民館。議卒採館

市町村及び大学図警館

博物館施設

参平成 5年度資料提供

101ヶ見守

50ヶ所

195ヶ所

21ヶ三号

32ヶ所

4月 7白 ラプラタ大学からの蒲乳動物化石標7kの寄

諸について

6月296 企冨震「南アメリカの自然」の開催について

9月28日 全両展 l急居龍蔵の昆fこアジア」の開催に

っし hて

12月148 ラブラタ記念；ホー；＞の展示更新について

1月汀白 人文系資料の寄贈について

；どとのほか、美街品ミ手取得基金によって博物館資料

の購入を行った 5月末、 8月末、 11月末、 1月末、 3

月末；こ、又化の森室を通じて、購入資料の内容につい

ての資料提供を行った。

5, 

(1）十尊物語ニュース

B5半II, 8ページ（ 4カラーページ入 3,00む部、 E

4回発行。

館ロコ広報誌で、内容は、学芸員の研究の一端を紹介

する” CなltureClub＂、館蔵品紹介、会酒展案内、探



26 普及教育事業

検博物館、博物館をとりまく活動、普及行事の案内と

記録などから構戒されている。

5年度！こは、 No.10(19吉3年 4月106発行）、子fo.11

( 7月10日入 No.12(lOfl 9 6）、 No.13 (1994年 1

)'1108）を発行した。

？導鞠童書晃学ノート（第2結） (1994年3月318発行）

B5判、56ページ、2守 000音Bーレ 500部 f友の会増税分〉

ノト＠中学校の児童ー笠徒が博物館の展示を利用する

に芸うたり、目的意識をちって観覧できるようにとのね

らいで作或されたワークシート形式のテキスト。 l

テーマ 1ペ、ジで、その中iこ数個の設問があり、展示

を見ながらそれに回答を記入できるようになってい

る。初版 (1992年発行〉の32テーマから45テーマに増

補改訂した。

県内の小・中学校；こ記布するほか、遠足等の下見に

来た教員にも渡して利用してもらうことにしている。

（おそ

争博物霊堂催し物議内ポスター

1年間の普及行事予定をB4およびB2判のポス

ターにしたちの。博物館ニュースとともに発送する

ほか、展示室入り口に置いて来館考；こ弓由にとって

もらったり、普及行事の参加者に配布したりしている。

勢丹諸行事案内

各月の普及行事の実施要領、申し込み方法等の案

内を印刷したB4一枚；のビラ。報道関係機関等に配

布するほか、来詑者にも提洪している。

勢博物館引率（！）手引き

学校の遠足なと、の利用iこ役立つよう、博物館の人

舘案内、見学に当たっての留意点、観覧料減免申請

手続きなと、について説明した小冊子。年度始めに県

内各学校に送付している。

6. f導鞠宣言友め会

徳急呉立博物館友の会は、博物舘活動を速とて広く

自然と文化に親しむとともに、会員桔互の教養の向上

と親惑を図ることを弓的とする会である。

畿会員（平成 5年度末〉

経人会員（年会費 2,000汗〉 104人

家族会員（年会費 3,000月〉 135組 561人

賛助会員（年会費10,000FS) 1組

番役員（平成 5年度）

会長：寺戸恒夫

副会長亀井節夫（博物館長〉

幹事：和田賢次 e 田淵武桔t’石原信 a 森本嘉吉I[

・！！｜下景子＠吉村薄子，真~宣光

監査：近藤康男＠柏野寿一

母事業

①博物館出絞物の増刷・領布

博物館発行の企画援図録、展示解説第 2集〈博物

館へいこう〉、博物館晃学ノートを増刷し、領布した。

②広報活動

5年度会員に対し、博物館ニュース、企画展ちら

し、毎月の行事案内、年間の催し物案内を送付した。

③f念頭展説明会

企画展「祈り e のろい。はらし、」、「南アメリカの

自然」、「鳥居龍蔵の見たアジア」の開催にともない、

期間中に会員を対象として説明会を開いた。

③野外活動等

会員を対象とした里子外活動等を 4由実施した。

C大谷焼周辺史跡見学とハイキング

日時： 5月初日（白〕 10持～148寺

場所鳴門市大麻町

参加者： 57名

。博物館裏側見学

百 日寺： 7月25日（日） 11時～128寺

場所：徳島県立博物舘

参加者： 36名

。地引き網

日 時： S月 7日（土） 10時～13日寺

場所．阿南市中林町北の脇海水浴場

参加者： 94名

。河野メリクロン見学とハイキング

日時 11月206 （土） 10時～14R寺

場所：美馬郡脇町

参加者： 12名
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藤井香代子

芳郎（地学〉
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山JiI 治賓（歴史）

高畠芳弘（考百）

大橋俊雄〈美術工芸）

魚島純一〈考古〉

長谷川賢二（歴史〉

福田球己（主主Y..'r)

武知説子

植田貴代

臨時嬬立さ員

り、文議〉

人文課長

ニミミ
E
E
L
F
 

文化推進呈

臨涛補助長

t
f
A
 

~,,, 
二子

（平成 S年 4月1日現在〉

「庶務係
総務課－1 （事務議員 2) 

！ （臨時福助長 1) 

し普及係
（事務殺員 2) 

（箆待補訪員 l) 

〈受付案内員 8)

説館長

）
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E

良
川

館

j

（カッコ内は前職〉

ど工立成 5年 4月1臼〉

転出帽井；勾 勉（副館長入物産観光事務所長へ

：徳山 ：誓（普及係長人人出小学校教頭へ

退職．中川和子（主査）

転入 藤本意手口毒事lj館長〈畜産課課長嶺佐）

グ : fj喪主子喜善治・普及係長〈鷲敷中学校教諭〉

: Ji[人久子 e 事務主任〈聾学校事務主任〕

自然諜〈学芸員 7、文化推進
員 2、臨時補助員 1) 

副舘長

人文諜〈学芸員 5、文化推進

員し臨時様助員 1) 

i’／ 〈平成 5年 4弓1ヨ現在）

長亀井節夫

長藤本憲和

天羽粍天

：

ー

に

牛
車
一
口
沼

博物錯協議会

（ヰ）平成 5 ：平反持市豊富~ ' 

畿館長〈非常勤子守別殺）

亀井： 箆夫〈平 4 4. 1～ 

傘文化推進員〈非常勤特思l；磁）

武知説子（平 4噂 7ゃ l～

中京貞代（王手 5. 4 1～ 

懇臨時補助員

田中佐管（平 5.4. 1～平 S, 1. 31) 

R沼穏子（平 5.4. 1～平 6. 3. 31) 

岩佐春香（王立 5.4. l～豆 6 3 . 31) 

急筒結香（平 5.4. 1～平 6.3 . 31) 

懇受付案内長（非常勤特別職）

渡辺早苗（平 2. 10. 1～平 6.3.31)

柳川誠子（平 2.11. 1～平 6. 3. 31) 

桐Ji[ し・，ずみ（平 4.1. 7～ ） 

栗城和代（平 4” 4.1～ ） 

三号月林

館

く総務課〉

総務課長（京務係長兼務）

事務主任 J!i人久子

普及係 長徳野署治

主 事中村芸員也

臨時補助員北井真由美

I/ 津川！ 美穂

桐川いずみ

栗城和代

吉岡希菜子

I奈川 馨

永田照子

炭谷登子

音原真琴

受付案内員

λ〆

!I 

ノ＇

／／ 



〔単位；千円）

普及教育

建豊平成 5年度博物語費（ 2月現計予算額〉

予算E弓七一 調査研究展覧事業

管理運営

主一日干

28 

150 

2,205 

880 

132 

J云三2
832 

4. 563 

13,851 

12,072 

8,646 

120 200 

150 

100 

250 • 45, 914 

60 

219 

291 711 

48,959 

120 

161, 781 

2,426 

60 

3, 717 59,409 10,550 40,303 47,802 

註〉牢のうちには、資料講入費40,000千円を含む。

書静密島県立博物童書協議会委員名簿

（平成5年 3月31己現在）

役職等

県立ひのみね養護学校校長

ヰr
fコ氏分

学校教育

区

算予

2月現計予算額（ 2月補正後の予算額〕を上表；こ示

す。

2. 

徳島市立徳島域博物館長

富士貴志夫

（会長）

徳島県生涯学習推進会議委員

鳴門教育大学教授

健生福原

f専鞠館協議会

徳島市立動物冨長重良加茂

社会教育

徳島県文化財保護審議会委員

海南町教育委員会教育長

i f寺戸恒夫

（副会長〉
学識経験者ト一一一一一

徳島文理大学教授

徳島県文化対保護審議会委員

四国女子大学教授
良子野田

徳島大学総合科学部劫教授

医支部は、四冨地区の博物館及び相当施設の連絡 a 協

議組織で、現在71館（冨〉が加盟している。四国地区

の会長（支部長）を担当する博物舘が 2年ずつ持ち回

りで幹事館をつとめることになっており、平成 4、 5

年度の 2年慢は当館が幹事をつとめた。

平成 5年度の役員会及び総会を次のとおり徳島で

憧義石井

一郎岡田

徳島県立博物館協議会は、博物館の運営に関し館長

の諮問に応ずるとともに、館長iこ対して意見を述べる

機誌で、博物館法及び徳島県文化の森総合公爵文化施

設条例の規定に基づき設置されている。

5年度は協議会を：回開催した。

警暴 5年度博物館協議会

日5寺a平江主 5年 7月306 （金）
Al-§ 
三三三，z君

議事

• S+Z或4年度決算及び事業報告

＠平成 5年度予算及び事業概要

．その他

3. 

10 : 30－》12: 00 

題園地震薄鞠鐘協議金＠日本博物舘鵠

関｛峯

PB国土住区博物館協議会及び（財）日本博物館協会四

吉岡希美子〈平 4.4. 1～ 

柳川佳代（平 4.4. 1～平 5.6. 7) 

滞日i 馨（平 4.10.1～ 〉

東 裕子（平 5.4. 1～平 6. 3 . 31) 

永田 拐子（王手 5. 7 1～ ） 

4. 



開催した。

日時：平成 5年 7月 16 （本〕～ 2日（金）

会場：ホテル千秋頭、徳島市立徳島域博物館

参加者： 41館55名

議事

＠平成 4

②新規加盟館（園）の承認

＠平成5年度事業計画及び収支予算

なお、議事終了後、当館の天ヨ；］副館長が徳島の

生んだ先覚者 鳥居龍蔵」と題して講演を行った。

また、 2El §は研修視察を行い、徳島市立徳島域博

物館を見学した。

5. 東圏盟国体品開鐘iこともなう取引組み

平或 5年iこi土、徳島 a 香川の両県で東西国国体ぐ第

48回国民体育大会）が開催された（夏期大会’ 2月 5

～ 8 B、秋季大会・ 10月24～29臼）。また、 11月 5～

7日には、第四回全国身体障害者スポーツ大会が徳島

で開催された。

これらの全県あげての取り絞みにともない、博物鮭

でも次のような取り組みを行った。

畿夏期大会関係者の博物童書見学

夏期大会の開催にともなう 9月 2～ 9日の 8日間

に、犯人（常設展65、企画展17)が博物舘を訪れた。

毒事スポーツ芸術協賛金菌震の療纏

スポーツ芸術は、国体の開催にあたって泉民が芸

術文化活動を通じて国体iこ参加し、ヱド県の芸術文化

を全国に紹介することを目的とする事業である。

当館では、秋季大会期間中に涜催の企画展「鳥居

謹蔵の晃たアジア」をこのスポーツ芸術協賛事業と

して、これに参加した（内容の詳細は企画展の項参照）。

協賛会期： 10月21日（木）～初日（土）

会期中の匡体穏係入場者会画展 219人

常設展 345ノヘ

轡天皇経下の行啓

秋季大会開会式！こ御臨席のため来県された天皇娃

下は、 10月23日午後、博物館［を糸11日寺潤にわたって

御視察された。

亀井賞宮長＠天羽副館長の案内で、総合展示の「銅

鐸のまつり」、「蜂須賀氏の入国と徳島域」及びラブ

ラタ記念ホーjレの展示を中心に御覧になられた。展

示全体についてたいへん興味をもたれ、随所でいろ

いろと御質問された。

選書第2告白全豊富身体障害者スポーツ大会関係者の博物館見学

大会終了日翌白の11月 8日（月入 699人が博物館

を訪れ、休館日であったが、特別に展示室を見学し

管翠運営 2告

イト4

2、－ 0

g，各護委員 e

平成 5年度に博物館職員が委曜を受けた各種委員会

委員、大学非常勤講部等は；欠のとおり。

亀井節夫 (fr室長〉

滋賀県琵琶湖東岸・烏丸地区深層ボーリン夕、語査臣

代表（平或3年～ ） 

滋賀黒湖南呂然史認査会顧問（平成4年～ ） 

日本博物館協会評議員｛平成 4伝～ ） 

日本博物舘協会四国支部長（平成 4働 5年度〉

日本第四紀学会評議員（平成 5年～

徳島県子ども

員長（平成 5年度）

三重渠センタ一博物館（仮称〉建設委員

（平成 5年 4月～ 8年 3A) 

桃山大学文学部非常勤講師（平或5査j:'9月～ 8年 3月）

天羽手lj夫

徳島大学総合科学部非常勤講師〈平5 4. 1～10. 17) 

ヨ本放送協会四国地方放送番組審議会委員

（王手 5.11.1～ 7.10.31) 

一両角芳郎

問屋大学非常勤講師（平 5.4. 1～10. 10) 

全国科学博物館協議会「科学系博物館のネットワー

クイヒに関する調査研究委員会 委員〈豆成 5年 8

月～ 8年 3月）

1J1 Ji ii告賓

国立歴史民俗博物舘国産紀年銘陶議器データ集成事

業調査員（平成 5, 6年度）

松茂町懸史民俗資料館協議会委員（平 5.l 1. 31～ 7. 3. 

31) 

佐蒸陽一

海南町史執筆委員〈平成 4年～

魚、邑純一

日本文化財科学会文化討科学関係文献目録編集協力

者〈平 2年11月～）

長谷川賢二

四国大学非常勤講師（平 5 4 . 1～10. 10) 
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平成 5＇浮き芝常設展及び全蕗展観覧者数、年度号 I）累計は＇＠ lj表のとおり。

勢平渓 5年産常設震観覧者数

プト一個

参常設展観覧者数票計〈平 2～ 5年度〉
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（単位・人）

無 料 観 覧 者

学 校 教 育 無 料 ｜観覧者

小学校 中学校 高校 計 第二土曜 その他 観覧者｜総数

校｜人数 校｜人数 校｜人数 校｜人数 無料入館 計
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5,450 I 12,299 

1, 111 

496 

349 

4,227 

3,621 

108 

117 

785 

998 

4,355 

4,447 

226 I 10. 550 

3,993 

7,872 

7,412 

1,831 

2,388 

2,960 

4,256 

33 I 3,036 I 4 

211 1,921 I 3 
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477 I o 

460 I 1 
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591 I 1 

。I37 I 3, 560 

48 I 251 2,560 
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1181 12,204 I 22 I 2,939 I 6 832 I 146 I 15, 975 1,398 3, 164 I 20, 537号 I69,480 

（単位：人）

無 料 観 覧 者

店づ主zゐ． 校 教 育
観覧者

無料

小学校 中学校 高校 計 第二土曜 その他 観覧者 総数
校 人数 校 人 数 校 人数 校 人数 無料入館 計

55 4,877 6 640 12 1,972 73 7,489 1,066 8,555 97,277 

』一一一一一一一一一

202 26,165 44 6,960 21 2,443 267 35,568 2,267 37,835 137,117 

114 10,781 23 3,709 14 3,305 151 17,795 1,401 2,076 21, 272 79,133 

118 12,204 22 2,939 6 832 146 15,975 1,398 3,164 20,537 69,480 

489 54,027 95 14,248 53 8,552 637 76,827 2,799 8,573 88,199 383,007 
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（単位 Al 
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議平成 5年窓会璽展観覧者数
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（単位

661 

147 

30 

55 

404 

476 

275 

竺1

度年会

4, 163 I 66, 504 

警暴特別議列観覧者数累計（平成 4～5年度）

展示会名

第 1回館蔵品展

豆6.2. 1 
ハ 内司

~己乙｛
掘ったでよ阿波 23 

10, 52 壬ふ
弓i累
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電静常設患の月別観覧者数〈平成 2～ 5年産〉

人

ヨ
有料観草者

10000 

5000 

む

11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 

盟主L 上一一主主笠豆一一＿J_一一平成A年度

3 5 7 9 1i 1 3 月

平成5年度 I 

命企冨震観覧者数（平成 3～ 5年産〉

ノ＼

16000 

［問題有料（小閉中学）

富有料（高校盟大学〉

露翼手写料（一般）

14000 

12000 

10000 

平成3年度

そう、 -l'ごン
::,{ I タζ司

令、’存1

甲どJ

平笠笠一一」

ーる

:,, 
平成4年度
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8. 

4。4

4 . 4 

4. 12 

4. 22 

4“24 

4. 27 

5 6 

5 . 8 

5. 10 

5. 14 

5. 20 
にの呼
υ ．ム i

3。三6

6 2 

b . 3 

6 4 

6. 5 

6.17 

5崎：7

6 18 

7 1 

7 9 

7. 25 

7 29 

7。30

8。3

8 . 4 

8必 17

2ゐ 1

9 . 4 

ヨワ1
C “ 

9. 25 

2。25

" '"' ti ＇〕。

冨立長族学博物館熊倉功夫氏

文部雀雨宮 志審議官ほか 1名

急根呉立八雲立つ民主記の

子氏

蚤浜市ふるさと歴史財田学芸員井上

か 1名

北海道大学農学部教授阿部

四国市議会議長会一行25名

鎌倉宗教育委員会馬淵和雄氏

鎌倉市教否委員会永井正憲民

永氏

攻Eミiま

高知祭立経史民俗貸料館学芸主事梅野光興民

広島県埋蔵文化討調査センター調査研究員河

野龍彦氏

三重宗教育委員会教育長吉本長和三ほか 5名

ドイツ大使一行 5名

いわき市教育委員会文化課主査橋本 雄氏ほ

台、 1名

丸亀市立資料館長秋山 漁民ほか 1名

大討石市教育委員 行 8名

京都文化博物錯定森秀夫氏ほか 1

香川大学教育学部仲谷英夫氏ほか学生 35名

警察庁公安第 2課警衛室長田沢氏ほか 3名

鳥取県教育委員会文化課長補佐浜口歪明氏ほ

か 2名

神戸市立青少年科学館総務謀妄三上£、雄氏

／白川県教育委員会生涯学習課長補佐野口倫明

氏ほか 1名

県；攻／＂＼ 7'. ..公器事業参加者一行45名

高円吉様釦視察一行 8名

在京ポルトガ））， 大使ラケJl・ 省デ、＠ベッテン／

)y .ブェレイラ氏ほか 7名

徳島県学校図書館協議会行］50名

主室長立博物宣言；長冨毘晴男氏ほか 2名

徳島市小 e 中学校教員続等研後会26名

徳島市小・

アマゾン資料館長山口吉彦氏

在神戸インドネシア領事鐙総領事スパギョウ

イルヨハディスブロト氏ほか 3名

大阪府立弥主文化博物語事務局長兼冨lj館長吉

房濠幸正

同国武漢大学教授朱雲氏、演

徳島大主李総合科学部54名

国棟氏

群馬異教育委員会文化振興課自然史博物館建

哲三二ほか 3名

10. 13 

10. 15 

10. 23 

10. 25 

10. 28 

11. 3 

11. 8 

lL 10 

11. 12 

11. 12 

11. 13 

11. 13 

11. 14 

11. 20 

11. 30 

l 2合

1. 21 

l . 26 

2. 4 

2 6 

2. 22 

2. 23 

吉武氏、

室長神！屯去、全主IT諜謀長橋佐丹羽氏

工業庄均等現地説明会参加者会行

天皇陛下行幸

サンパウロ州文化庁長官リカルド・才オタケ

氏

山形県立博物館理事兼教育次長小里子
ふ、つヤ
λJ、ム♂ー1

台湾大学教授宗 文言章氏、遠照美氏

勝氏iま

第29回全国身体障害者スポーツ大会関係者一

行的9?,

六阪大学文学部教授都出比呂志氏ほか大学院

生 e 学主23名

会屋教育系大学学長＠

徳色県高等学校地箆学会一行

国際交流基金中学 a 高校教員日行28名

台湾ス学医学院教授林 憲兵

中国遼寧省博物館徐棄現兵ほか 2名

冨立民族学博物館宇野文男氏

豊橋市白然史博物館学芸員家田健吾氏ほか：
fヮ

戸台

国立歴史民俗博物館管理部資料課長吉；i [ 

弐ほか 2名

東京冨立博物館次長奥村秀雄氏ほか S名

高知県立牧野植物嵐長里見 剛氏ほか 3名

大坂市文化対協会一行29名

st出

那覇市教育委員会文化課主幹金武i日三氏、主

事島弘氏

福島県立：専物結部館長遠藤征一郎丘、主事吉

田 主主長；

3 . 3 国立科学博物舘主任研究官松原 認民

3. 11 大阪市立自然史博物舘長柴田保彦氏ほか 2名

3 11～12 国立科学博物舘古生物第三室長上野経鶏

氏ほか：名

3. 15 

3 . 18 

3 20 

3舎 2き

)@;rtj博物館学芸員目中法子氏

加古田市教育委員会文？と係長伊地矢口治喜氏ほ

か 2名

益呂市教育委員会生涯学習課文化f忍長一丈滋後

明氏ほか 1名

北海道開拓記念舘学芸部情報サービス課長山

木雄三氏ほか 2名
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